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自 序 

一 

近時に 於け る 盆栽の 流行 は 未曾有の 盛 

况^ 稱 せら る" 而 かも 未だ 之に 闘す る 著 

書 ある を 見 气供 樂會主 加 艤三銀 之を憾 

み し" 來 つて 予 に 一書 を 著さん こ t を 

乞 ふ，. 予 業務 多忙の 故 を 以て 面辭 すれ^ 

も聽か ち 終 に 實驗の 一 部分 を述說 して 

其需め ^應 す" 是 れ 本書の 成る 所以な り、 

然れ^ も 盆栽 培養の 事た る 頗る 多岐に 
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二 

亘 り，. 之 を詳說 する は 一 © 夕の 業に 非ら 

さ れ ば 。更 ^他日 を？^ して 完全なる もの 

を 公^せん ど す 1 讀 者 請 ふ諒 せよ 

、癸 卯 五月 

, 著者 識， 
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〇 寄植 o 懸崖 〇 半 懸崖 〇 石附 

つ 〇 培養土と 其. 用法 ， ， 

〇 黑土 〇 赤土 〇 砂 〇 芥土 〇 用. 

法 

〇 肥料と 其 用法 ， ： 

o 油粕 肥料の 製法 三種 〇 人 糞 

肥料の 製法と 其効驗 〇 大豆肥 

料の 製法 〇 施肥の 方法と 其 時 

期 



〇 灌水 

〇 實 生物の 事 ， 

〇 實 生物の 採取 

, 〇 採取の 方法と 其 時期 〇 採取 
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〇 植替 i 

, 〇 植替の 方法と 其 時期 〇 植替 

後の 注意 〇 盆 中に 土 を 盛 る の 

^得 〇 水拔穴 〇 盆お と 樹木の 

* 關係〇 盆 色と 樹木， の關係 

〇 枝葉 手 入 ， 

〇 枝の 名 稱圖解 〇 枝 及 ひ 新芽 
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〇 荅の事 

〇 根 締 石 の 事 j 

〇 盆栽 保存の 事 、 

〇 乘せ臺 〇 土 壇 〇 日 除け 〇 貯 

0 室 ， 

〇 石 附. の 事 " 
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盆栽 培養 法 

荅 香 園 米 翁 著 

無 待 庵主 人铺正 

t ん さ^ みい ぺっ 

〇 盆 翁の 類 e& 

S の ，4 酈^ 粼なる もの は #、■ ま き ，辆辦 の -她 き * だ 花 香 葉 色 

を if 癒す る^ 辦とは 紫 なり、 & が^^の 歜を S て の景致 を 尺 

ボの^ I！ に » 1: と i ^ の^ S に^れる 1. 掛の美 術、 幽 雅の 風趣 を 

S する ^ の活麄 として 愛玩す る を 指す ので ある 刃 處で今 日せ 世 

t ^ すき Lfr. く. C ん やう £*J ろ »5 /\ ^い ぺフ ' , 

^の數 寄 者が 慣用す る 所の 方法 を 大^ すれば 



二 

第三 寄 植 

第 四 懸 崖 , ： t 

第五 半 懸崖 

： C つま 

第 六 石附 

eg- e ^ f さ もの #s せ さ ま ^ ぼ、 さ S 4^ cx< >0 

に て、 此外 草物、 水 石 亦 盆栽の 醐飾 物と して 用 ひられ つ ゝ ある 

直 幹 と は 讀んで 字の 如 く、 大 休に 於て 樹 身の 直立せ る を 指す の 

で 1 太 さ 拇指 大、 髙 さ 數寸の ものに て も、 盆 に 移して 程好き 位 匱忆栽 

4A. や けい 》T c f \ ひ ゅ，し ゆつ C c\ X * ち. S 

ゆ れ ば、 山 野の 景致 自然に 描 出 さ れ、 亭 々天を摩す るの 槪 あ る も の 

4 < かん f V-V き <ゎ.、 む や いみ H 

で あ る、 然 れビも 直 幹 孤 獨の澍 にして 顴 者の 意を滿 たす に 足 る も 

はな 1 *r f- , f d ち， * く か. A %0 すべ け-, ち i 

の は 甚だ 得難い、 のみなら ニダ 獨り直 幹 もの を 以て 總 ての 景致 を 摸 

£i CS でき. 1 ベ か t / ネ/? し： く な .<f I , -V ノ V ,1 ゆつ 

する は 到底 出來得 可ら さる 事で あ る か に 幾多の 方法 を 案 出 

ひつ X4, せ， く 七1 kj ■ rv-2- < ふ <• 

する の 必要が 生 ヒて來 る、 开處 で 直 幹に 次 で ェ 夫 さ れ た る は 



双樹 で あ る.， 双權 と は 俗に 相 生 

ごも くわん な さ 

ヒたる 如き 颧を爲 せる を 指す の 

»\ ？ s sf. &ゅ はじ 

れ ども 盆栽と し ての 双 樹は初 め 

みつ ♦» やく ，へ こ その ん CM 

を 密着せ しめて 植込 み、 其 年 所 を 

55 せい >J、 rj か もの 

双生と 稱す るので あ る、 而 して 其 

じつ > ^ % %< てき 

實物を 摸す るの 目的^ 出で たる 

で 4J-C な &ゅ あ 》* もつ これ おぎな 

所 は 他 樹の餘 れるを 以て 之を铺 

く" じ ゆ ^5 み ♦■， t 

は 加へ て 樹容に 一 段の 妙趣 を 添 

TV *, as に f> ぎふん 

根より 稍 や 離れて 二 枝に 岐 分し 

もな い sr!M ん す * 'か 1 

を 備 < たりと 云 ひ、 一 根より 藪 幹 

し て 高 く 藪 根 を 露 出 せ る を 根 上 

Hlv>«c つぎ 

所 で あ る、 次 ^ , 



とも 云 ひ： ニ樹の 恰も 一 根より 生 

c r3 ん ざん なに 零ん じつ さ 1* 

で あ る、 這 は 深山 大 林に は實 在す 

よりある ので は 無い、 大抵 はニ樹 

經て 互に 緊 着す るの を 待 ち、 之 を 

斯く する 所以 は、 山 林に 實在 せる 

は 勿論 なれ ども、 一 樹の 足ら さる 

も A, つ はん かん «^ せ i こ 5 てい お t ひ ゅづ ひ 

ひ、 疎 密、 繁 簡、 大 小、 高 低、 互 に 讓 り、 互 

ふるの 便利 あれば であ る、 此 外 株 

ちょ f vi さ， じゅ な S 

たる もの を、 直 幹：^ して 双 樹の態 

叢生した る を 株 立と 唱 二 株に 

レ づ 1» き や あ レリ， 

と 稱 し、 何 れも數 寄 者の 愛 賞す る 



四 

寄植 . も 亦双樹 と 同 、じ く孤猥 見る に堪 へ さる 直 幹 もの を 集めて 

つく ゆ / タ &f *-$ い B つ ざレ f ご i ば あ"' 

造く るが 故に 最も 技倆 を 要 す と 云 ふ も の あ り 、費 際斯の 如 き 镙 合 

f いち ぼん ら T 1 L ^ ざつ CX く rs ん 39ん Ms s i 

なきに 非ら^ れ ども、 一 盆の 裡： に 藪 株 を雜植 して 森林の 景致を 摸 

ろの %< てき H- くりん ぜん *-s ば あい 

す る が、 其 目的で あるか ら、 縱 し 完全なる もの 、 み を 用 ゆる 塲 合に 

お》 おは く f f ic ん ぶせ ，< レゥ ばん C な、 $^ 

於ても 多くの 工夫 を 要する は 勿論に し て、 寄 植は 一 般に 至難の 術 

は ほん ぶせ ほか きす v 'もち い 

として あ る、 而 して 二 本 寄の 外 は 三、 五、 七 の 奇藪を 用 ゆべ しと 云 ふ 

もの あれ ど も、 格 別 理由 ありての 事に 非ら され ば、 敢 て 之 江 依據す 

あ も ひ ご £ &f す 《- %s さまたげ な t 七« 

るに 及 は 3、 或 は 四、 六、 八、 十 の 如 き 偶 數を用 ゆる も 妨は無 い、 难 だ 其 

腻 韻^して 賞す る に 足れ は 可い ので あ る、 双樹、 寄植、 名稱は 異 ^ れ 

もの けい ぜ** 1 レ ちょくかん ぶ I ゐ ぎ C さ t つかへ な 

ども、 其 形状の 上より 云 ベ は、 直 幹の 部類と 同視して 差 支 は 無い が 

ひ £ in ら お **s |«5 はん る 

獨り是 等と 大に 相反して 居る の は 

«s けん «s せん ，"ん お S ，ん f ぞコ ベる すい はん せ， S ?t ま 

懸崖 で ある、 懸崖 は 千仞の 斷崖、 萬 丈の 絕 壁に 垂懸倒 生せ る檨を 



摸す るので あるか ら、 樹 幹 素よ W 直なる 能 はす 總 て、 細 葉 小花蔓 の 

物な どは最 好の 材料^れ ど も、 其 他の もの を 用 ゆれ は、 性 々葉 花の 

くわ だ S fa は M/、 く Si つ 令 わ じゅ L t む 

過. K なる 嫌 あり て、 甚 だ活蠭 たるの 主旨に 背 く やうで あるが ぎる 

a あや き W ん^ い み な ft .WW .sfev * ぶん "か 5 s f 

場合に は樹の 全形 を觀 るので は 無く 唯 だ 其 一 部分の 風致 を 賞. T 

る こと 揷 花に 同 ヒと思 へ は 可い ので ある 

华 懸崖 は 直 幹と 懸崖と 相 半す る もの ゝ謂 で、 橫 生 の 樣 を 摸し お 

る ものである 

.51 つき * ちん せ さ 1 へ せ 3 さま ぎ へいそ s DM.. T ぺん 

石 附. は巌 石の 上に 生ヒ たる 樣に擬 する の で、 平素 は 其 營養を 便 

なめ ばん 9 *i5 な^ お ほ すい f < 'コ W ん 

^らし めんが 爲に 盆禋に 於て 眺むれ ども、 多く は 水盤に 移して 臨 

S4I す S おもむき ， つ ゆ/ おも ひ これ せ， sr> つき あら 力 も I ず 

崖 傍 水の 趣を寫 すが 故 只、 或 は 之を稱 して 石 附根洗 ひと 云 ひ、 其 0 

乙ん ^fc sf> は -fit*' せ ラ 

根 堅く お を 抱 擦せ るを赏 する ので ある 

W1 /\ ^ i- や ご £ .s へ ざ ぼ. • さい t ん a C ぜん rev わら くわ ジ. 4" り 

方法 は 以上の 如しと 雖も 盆栽の 眞趣昧 は 自然の 美を顯 はす 活霸 



六 

rli ろ ぞん あな^ cn ( f ひつ け& 

たる 處に存 する ので あるか ら、 强 ち 之 を 株 守す る に は 及ば 實 M. 

&っ おつ み 3 な めい 14i ん r くトパ *. わ I ゥ く .々< にら >\ 、； 7 

實物を 見、 又は 名人 大家の 繪盡に 依て 工夫 を 凝す が 肝要で ある 

f ^ や 1 *• »- の ほう 

〇 培養土と 其 用法 

つち *^ さい お な 4 K ご ミ i ゆ はな yi^ 

土の 盆栽に 於け る は、 猶 水 の 魚に 於け る. が 如 く、 須 臾も 離る 可 ら ^ 

さ みづ せ S お-、 かん V* ぺっ ？ もめ rl タ 

る もので あ る. 然 れ ども 水に 淸濁醎 淡の 區别ぁ り、 魚 族 其 性に 依て- 

棲處を 異にする と同ヒ く、 土 も亦樹 質に 應ヒ て大に 適否 あ り、 故 に 

が 間 或は 種々 の 土質 を擧 示し て、 其 効 驗を說 くもの あれ ども 實際 

は黑 土に 赤土 を浪 合した る もの を 用 ゆれ は 足る ものである 

土と は 畑の 作土 を 云 ひ、 赤土と は 帝都 山の手 邊に 在る 多少 粘着. 

力 を 有する もの を 云 ふ、 此 黑士六 分に 赤土 四 分 を 混じた る もの を- 

もち た i て S な ♦ $< 5 £/ Z 3 らく や せ 5 * 

用 ゆれ は 大抵の 樹木 を植 ゆる こと を 得、 难だ 松、 落葉松の 如き 餘り 

.A «1 < ろ フ f も か r-s おぶ ^は すな r* ゆ SS づ >4 > 

肥料 を 好ま さるもの K は黑 土 • 赤 土 及、 び 河 砂の 三種 を 等分に 調 合 



したる もの を 用 ゆるが 可い、 又 或 人 は 道路に 於け る 雨後の 細 砂 を 

c い X4. すな は »i a* や 5- L 4 S $ な ま ^r4. し，. や さん あ 

之れ に 代用す る、 卽 ち 東京の 市街に は 多く 多摩川 砂利 を 撒布し あ 

そ ©- ,s V w«1 ぼ ふん K^l しん は. i« t V せ 1 ひ 0 & 4J .a ん れく 

り、 其 砂利に は 牛馬の 糞尿 浸入し 居りて， 多 小の 肥料 分 を 含蓄す る 

が 故に 雨後の もの を 採り 來 れ ば、 毫も 塵埃 を 交 へ さるの みな？ 

その > * や 5 れん ^产 か じ 5 プ らく t; *f *p ゥ VI て K« «f C ； t ザ； 5 

其 肥料 分は輕 且つ 柔 にし て、 松、 落 葉 松に. は 最も 適當 し、 而 かも 水 拔 

け は 甚だ 宜しとの 事で あ る、 併 し是れ は难だ 東京に 於ての み 行 ひ 

得る 一 種の 便法で ある が、 夫 れと 同ヒく 風土 氣 候の 如何 を 鑑み-て 

xf ぎ せ. * ^く あち ひ r A« > S ぺん ほ r> ペ^ も は， あ W 

用 土 を撰擇 すれ は、 或 は 意外の 便法 ある や も 知る 可ら す 、地 方に 在 

も© ぺん ほ •* あん t ゆつ むし かん や， あ 2 ひ iK 

て は 其 便法 を 案出す るの、 が 寧ろ 肝要で あ る、 或 は 又 

一 a; つ s gl* #-s f き <- つも くわ ぶ ど^ 

芥土 と て、 塵 芥の腐 榜し土 亿 化した る もの .を茛 しと すれ ど も、 芥 

つ s S.J かへ 2 せ 1 %5 ばつ セ S わ, ( じゅ てん fit く ！N、 = L 

土 はは 猫 蛙と 稱 する 小 虫發生 し、 性 々樹根 を食盡 して 枯死せ しむ 

C %6 ばな. a 3 けん t か 9X1 ^1 一. c 

る こと あれ は、 之 を 用 ゆる は 甚だ 危險 であ る、 併 し茛 好の 黑土を 得 



ts-i %t その ％ 5 €f ゆ 》J ひ ピみ つ 5 %5 

る、 能 はさる か 若く は 其 他の 事情の 爲 に、 强 て 芥土を 用 ひんと なら 

4 な * A ぞ， A M- r Y け て P *き ふ i す i.*4 

ば 甚だ 面倒 なれ ども 是非 左に 記る す 丈の 手續を 踏ねば なら 3、 卽 

ち . 

*- みつ ♦» r- ま CMI ねん ^ ^ t ちな ぽク そ の なか おも 

芥土を 作く る に は、 先づ 初年に j 個の 穴 を 堀て、 其 中に は 重に 

木 葉 を! j め 込み、 次年より 年毎に 一 個の 穴 を 設けて 順^に 五 

c r く か さ S ご ご；？、 * cx UA 5 

個 を 造る のて ある 斯 くして 最後の 五 年 目に 至れ は、 初 年に 埋 

めか みれ る 木 葉 は 已に略 ほ 土^ 化し 居れ は、 夫 を 堀 出して 黑 

PS r 1 PA £,, 'も ふ nx ザん A-fe ゐ * つ 扒 く^ その *- へ き ほ 

土と 等分に 混合 し、 凡 rV 三寸 位の 厚さに 擴 敷し て、 其， 上. に 稀薄 

tf も * r i %5 » つく. s， さ か i>f ぶん いて ， ► 

なる 肥料 を 注 ぎ、 寒 中の 日光に 曝ら し. a つ 充分に 氷結せ しも 

r S3 ； か/ >4 ，ま ご ぜん .( ざ あつ 《» 

るので あ る、 斯 く も れ は、 猫 蛙の 卵子 を 全然 殺滅し 得る の み t 

ら す、 每 年 順 を 追 ふて 用 ふるとが 出来る 倂し是 れは土 を 云 ふ 

よりも 寧ろ 肥料と 稱 する 方が 適當 なる 程 に、 多 量 の 肥料 分 を 



f ゆ- もつ *1 ん ？s もち ゆ さき 5 つ **S t > ね rl .J か くち 

含有す るを以 て、 盆 栽に 用る 時 は 一 切 施肥す る^ 及 は sr 而 し て 願. 

つち is ゆ， あか ，♦» •* ひ あ も：. > そ« へ レ S ^« ^らひ かわ すな くわ 

土と 同 ヒ樣に 赤土 を 交 ゆる か、 或 は 其 上に 一 割 位の 河 砂 を 加へ さ 

れ は、 漏 水 を 妨げる の 恐れが ある 

ばい if f ゆ も. « も 5- c J ,&ゥ ほう WIS M> やく い ひや， ご £ た つも ザ、 

培養土の 種類と 其 調合 法 は大畧 以上の 如く なれ ど も、 难 だ 土 を 盆 

^1 も な K あ お 4 い. あや ま 

中に 盛り さ へ すれば 足りる と 思 ふは大 なる 誤りで ある 

土 を 盆 中に 盛る に 就て は. 第 一 細大 洩らさす 根 を 包容し て、 其 生 長： 

を 便なら しむる 爲 め、 第 二 雨水に 遭遇し 又 は 日光に 曙す も 固 結 或 i 

は龜 裂の 憂な からし む る爲 め、 第 三 漏水 を容昜 に し、 肥 料 を 緩和 普、 

及せ しむる 爲 め.， 凡 を 一 分 五 厘 目の 篩に 掛けて 二 且 乾燥せ しめ.^ 

る を 用 ゆる を茛と す、 勿 論 土 を 堅く 盆 中に 詰め込 ひとき は 漏水 を.. 

妨げ 根 腐れ を 生す るの 恐れ あれ は、 成 るべ く柔く 盛る のがれ 

あ る、^: 水拔 けを裒 くせんと せば 一 割 位の 砂 を 交へ. て 用 ゆるが 可- 

九 



、、- / す、？ > t は r^r ^ いまで か はすな も t 

いそして 其 砂の 河 砂に 限る は 云 ふ 迄 もない が、 河 砂^ても 若し 市 

> け^ til 、 1" > せひ e ふぶん， L はだ な €:s 

中の 砂屋か ら求 めた ものなら ば、 是非 充分 の壚 出し を爲 したる 後. 

に 用 ゆる 様に せねば ならぬ、 之に S て^^^の ^節 .1 が あ る、 SJ^: 

おも £ さ す « や £w £ すぶ t * い，. _f C » 

或 時砂屋 から 取 寄せた る 砂に 雜ヒれ る 目 {殼 を 取 除かん とし て、 禺： 

^ £ 1ft み 45 はさん あ 5* 

然之 を撿め 見た る ti、rv れは 河の 產に 非ら すして 海の ものなる こ 

^J- い ぉゼろ さつ もく t ほ M な もろ 5^ 7 a 

と を 知り たれ は大に 驚きて 早速 壚 出し を 爲し用 ひ し か は、 幸 に し 

て 其 年 は佝の 故障 も 無った がま^ 郎ヒ砍 を 船 ひて おくお 駆した 

そめ PJ^ い ぎん •》 © - IV J 

れは其 次第 を^ 味した るに、 前年に は 所要の 分量 丈壚 出した る を ， 

^ し 、一^/ \ ： , ^ ！ 2 つ ひふ t つ さ < き 

忘^ 1 ひ殘り をお 儘 亿 用 ひたる 爲 め、 終 に 不慮の 失策 を 招きし こ- 

おん みや， ^ よろ ^ A.^ 

と 分明せ W と 云 ふ、 1且 しく 鑑 むべ きこと で あ i 

^ まお け ものよ， ぷか ぼん ，も * つ S も I 

若し 又 懸崖 物 用の 深 盆に 、梅-松の 類を植 ゆる ときにはお！ I の g く. 



\ 
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4 き^ 

ぶ 翁 





ぶ纖 



> ぶん 



もゥ み 



梅 は 底 部 三分の 一 丈け 消 炭 を 以て 充た し、 松 は 同ヒく 赤土の 粗大 

なる もの を充 たして 漏水 を 便に せね は^らぬ 

〇 肥料と 其 用法 

お を 以て 魚の 水に 比する を 得べ くん は、 盆 栽に 於け る 肥料 は 魚の 

-. Lt < t£ 5 うり せん KC ゥぃ KS も， い え， %5 ろん 

餌^ に 譬 ふる を 得 ベ く、 其 撰擇に 就て 大^: 注意 を 要する は 勿論に 

し て、 土 と 同ヒく 種々 の 物を擧 けて 効 否を說 くもの あれ ど も、 普 通 

f し さい もら ちつ <& ち r* f 

盆栽に 用 ひて 最も 著 効 ある もの は先づ 

十】 



十二 

あ it ら かす もる， つい もつ £ かん & ほ 5 ほ， ふん まつ ，ん 

▲ 油粕 であ る、 夫 を 用 ゆるに 就て 最も 簡易なる 方法 は、 粉 末 を 盆 

0 さん ぶ す s £ ゥ € V e ぶんか S- -' の t つ t ぶん 

裡^ 散布し 灌水に 依て 漸次に 八 刀 解せ しむる ので ある が、 其 全 く 分 

かい まで ぞ 1 お S ひ せ. 3 かり t はな は くわん な 

解す る 迄 は 上部^ 地 皮 を 生 ヒ、 乾 けは卷 くれて 甚だ 觀を害 ふ もの 

^ P ぶ せ 5 f けゥ お 乙な よ その つ Y. かき えん ぬつ f 

^ れ は、 斯る 無性 法は决 して 行 はぬ が 可い、 其^ は 夏期 炎熱の 劇し 

ささ ぁ>ら かォ いつ せう みブ 5 つ 亡ん わ L ゆ かんみら S t,f B 

き 時に 油粕 一 升 を 水 一 斗に 混和した る もの を 二 週間 位 放置して 

直に 用 ゆるので ある が、 是 れに て も 實際は 肥料た るの 効驗を 奏せ 

で き お H S3 こ かへ S あおらむ rj vJ や, r> lii の f ん 

しむる ことが 出來 る、 け れ ども 凡そ 猫 蛙 や、 油 虫の 生す るの は、 其 原 

ひん ひも f ざ ^わ S かん くわん けい さ》 ま ひ れ ラ まて t れ もく せい 

因 獨り用 土と 外 間の 關 係に 止ら すし て、 肥料 も 亦 之 を 促 生せ しむ 

る ことお り、 特 に 油粕の 如き は 最も 其 恐れの ある もので あ るから、 

お S C い *• は あおら かす fl や *7 みプ X. 5 ゎ《- あ. S もつ て.？ f かめ たくり 

大抵 は 矢張り 油粕 一 升に 水 一 斗の 割合 を 以て 調合し、 瓶 類に 貯へ 

？ す S f は， おそ £ ft およ ねん へ さも #3 ノ 

て、 雨 水 注入の 恐れ^き 處に匿 き、 凡 を 一 年を經 たる もの を、 更 に 水 

£i ぶん VJV わ も * れい ま VJ ，れ. S な^ 

と 等分に 混和して 用 ゆる を 例と す、 先 づ是 れ^ら は 虫害の 憂 無 る 



ぺ く 且つ 一 年より 二 年、 二 年よ り 三 年 と、 4 る く ナぱ れ はおれ 办 け き 

おバ 八ん K f r> や， t,*- その.. ハは & ,すク\ 5> ： 

^分 は 多少 消散 すれ ど も， 其 代り 常 ^ は 益 和 ら か く 成 る もの なれ 

, そ O ね ん い さ .S き VJ- ろえ よ 

は 其 一 年と 云 ふ は 最短 期と^ 得て 可い ので ある 

侈しながら、 以上の 方法 は 豫ヒめ 用意して 一 年を經 たるの, にき 

も S でき そこ じ *|1 广 A ん か." 2« ん 

ら され は 用 ゆる ことが 出來 ST 开 處で 時候の 如何 亿构ら す、 臨 時 に 

製造して 臨時に I ひ 得べ き 方法 を說 くの 必^が あ る れ は お き 

あおら 々す むめ， みヅ £4. f* わ ^ベ， _* ,r • 5 一 - 

り油弒 一 升 を 水 一 斗に 混和した る もの を 鍋、 釜の 斷に 入れて、 凡そ 

it. か A* ^らゐ ひ. & C7 はク か けフ 

二 時蹈位 火に 懸 け^ を 五 升に煑 詰める ので あ る、 斯 く すれ は决し 

f ，ぶ パヌ もつ i あん ザん その あた はな ま やわら な *s もも 

て 虫害の 憂^ く、 最 も 安^に し て、 其 雷り も 甚だ 和 かなれ は， 直に 用 

ゆる ことが 出來 る、. v して 之 を 用 ゆる に は 一 合に】 升" の 水 を 加へ 

る、 云 ひ換へ れは 十倍の 薄 さに する ので あ る、 又 

』 ？ 5 ^ 4-S 巧の ぼ あい かん ♦? ぐみ € 

▲ 人糞 を 用 ゆる こと も あ る、 其塲 合に は 寒中 汲 出した. る もの を 

十三 、 



十四 

"^t, い r, おゆ <づ もゐ のぞ おけ い み ウベい 5 f ？ 

土箭に 掛けて 弒屑類 を 除 き、 桶 に 入れて. 密閉 し、 雨 水 注入の 恐れな 

^/ Li "くわ お お" ぬん へ * の r>5 き まった さる S みづ h 

き埭 ゆに 貯 へ 匱き 凡そ j 年 を 經て其 臭氣の 全く 去 を 待 ち、 水 を 加 

/ 1 ) ^ , も ろ &ん ふんき * め そり あら 

へ て 十 信の 薄さ^: して 用 ゆるの て ある が、 人 糞の 効 驗は其 見 はる 

す * や か は せう さん まな す^ IP t 

^ こと 速か^る 代り に、 消 散す る こと も 亦 速 かなれ は 他の ものに. 

比し^々 與へ ね はならぬ きし 一 i^^ る !K ま^として、 の p/n. 

* , ， へ 《 f &ん ふん %s はな は If にあ a ^ ft 

机の. 上 亿 置く ぺ き 盆栽に 人糞 を 用 ゆる は 甚だ 不 似合の 事 て * 自 他 

/ ► なん おそれ ゆ *f i も s 

をして 何 3d なく 惡感を 生せ しむる の 恐が あ る、 故 に 敢て之 を 用 ゆ. 

^K* V 、 、^ぶ n5 い * » び ひん t く^ 

る こと を勸 むる のて は 無い が 肥料と 云 へ は 先 づ指を 人糞に 屈す 

るの が 世間の 習 憤で あるか ら、 之 を 逸する もき 何と 思 ひ、 {!; ャ な が a ノ 

^ へ た 迄で ある 又此 筆法より 云 へ は、 油 きも^ り ず 膠と は！ ！4 はれ 

开處で 最も 奇麗に して、 きか もお . の 惑^く^, に £| して g, 

時に 用 ひ 得らる、 もの は、 何 か と 云 へ ま 



年え 豆 の 肥料で あ-る、 其 製法 は 大豆 一 ^を 水 一 斗の 中に 入れ 

♦ は.< は *0 かん ひ .& rn t? は つ さら ば s *• す *B 

も 半 曰 間 火に 懸け て 、之 を 五 升に 煑 誥 め、 更 に 十倍の 薄さ^ して 用 

ゆ る、 之 れも ^古る きを 貴 こと 他の もの 異ならされ ど も、 仮 令 へ 

ぁぷら i 'す つき あ^ だ いづ ひ れ， くわい あ *£ 

は 油粕 を 月 一 回與 ふるもの とせ は、 大 豆 肥料 は 五六 回 も與へ ね は 

おそ さ 3 ゐ 

な ら ぬ、 唯 だ 夫れ 丈け の 相違 で あ る 

ひ n*/ せい f その T5 せい やく ぜ？ き tfw ft £ つ * e こ* 

肥料の 製法と 其 調合 は. 大畧 上記の 如くで ある が、 假 令へ は躑 II、 米 

ゥ>- & もも t*? ふん きら い ど S さ 5 %< 3,3 K-1 ひ n1 てき 

躑躅の 類 は 人糞 を 嫌 ふと 云 ふ 如 く、 草木の 種類に 應ヒて 肥料に 適 

ふ てき もら ろん も ぶら & す ftr* づ ひ れ *- ま ft レ てい ぼ A 

不適 ある は 勿論^れ ど も、 油 粕及、 び 大豆 肥料 なれ は、 先 づ 大抵の 盆 

さい も £ さ. j つか もつ こ* t > は， ほう £ あ fr; ,ve- 

栽に 用 ひて 差 支 へ なき を以 て、 玆 に 施肥の 方法 を 說く 當 り、 其 分 

9X1 およ ぜ す V f-め あぶら わす ひ f*r 'じゅん 

量 及^ 度数 を 示せる は 油粕 を 標準と したの であ る 

f ゆん き ザ i ^へ の *» nl t ゆ 5 かん 、 ぞん き て s v^-f as ^づ くわ 

I 、春 期 植替の 後 は 凡 rV 四 週 問 を經て 前記 定量に 五倍の 水 を 加 

1r な-な その の S 「さ くつ せ. ス * 

へたる 薄 肥を與 へ、 其 後 は 月に 一 回 施肥すべし 

+五 



. 十六 

せひ なゥ \J xf 5ft フ «? L rj ゆ 3 き らく 免， ゼ j お JJ な 

二、 施肥 は 夏の 土用に 至て 休止し， 秋期 落葉 前に 一 度 行 ひたる の 

r *# *-- ち， i いさ ひ X たズ まつ こり き ち. T- 

みに て 冬期 中 は 一 切 施肥せ ぬが 可い 、但し 松の みは 此期 中と 

.S へ v> ひき 0 > れ -1 fc* な か ^づ ぎ や， f ゾ 

雖 も引續 き 肥料 を與 へ、 且つ 水 切れ のせさる 樣 注意す る こと 

最も 肝要に し て、 若 し 之 を 怠た ると き は 性々 枝 枯れ を 生す る 

ことがある 

まな もの ILe ゆ 「ぼみ でか 4- § せ： *> み も た，、 

三、 花 物 は 新芽 ゃ营の 出掛った 時より 施肥 を 見合 はすべ し、 伹 し 

けつじつ のぞ ミき ふ Mi ,* a 'や. o ちな 

結 實を望 む 時 は 充分^: 肥料 を與へ ね はなら^ 

L き さき はな ち の *- す *• せひ V* も の 

四、 四 季 咲の もの は 花の 散った 後へ 直に 施肥す るが 可い 、但し 物 

よ くさ は ； * づ IC み マん ひ れ f 力 5 こ1 およ 

に 依りて は 腐 水で も 充分で あるか ら、 肥 料 は 濃厚なる に は 及 

ばぬ. 

r あ ♦* か わ ♦» せひ ^の w き i 

五、 餘 り 乾き 過き た る. も のに 施肥す る は 宜しから 19; 其 時には 先 

？ « みづ あ： ぼん ♦? 「ち ，も は その *- かわ ま の *0 

づ 上水 を與 へ て 盆 中の 土を濕 し、 其 稍 や 乾く を 待ちて、 後に す 



aft これ はん tts 5 40タ かぎ .r も は ザ せ ひ 

六、 又 之^: 反し て、 梅 雨中に 限 ら IV 餘 り 濕 ひ 過き たる 時に 施肥す 

お はな は よろ そ e- $s ぜん & つ みづ げ t な もし 

る も 亦 甚だ 宜しく^い、 其 際 は 前日より 水加減 を爲 し、 若 く は 

.«> つな レ X ば にぶ ゆ こ * 'の-きざ か は it ろ み 

室內の 風通し 好き 塲 所に 取 込 み て、 其 適度に 乾きた る處を 見 

濟 まし 施肥す るが 可い 

七、 其 日の 中に 乾かしむ る爲め 施肥 は 朝の 間に 於て する を 可と- 

す 

入、 總て 肥料 は 濃厚 多量に 失する より は、 稀薄 少量に 失する 樣心 

掛 くるが 肝要で ある 

九、 肥 料 は 出來得 ^ 限り 古る きを 用 ゆるが 可い 

.5- $1 t や〜 ^-5 や ま ない くわ な 

以上の 條 項に 準據 して 行れば 先つ 大過 は 無から う 

<bA すい 



十八 

ひ ^5 つい ひ «> >*5 みづ みづ ひ ni vis i ft* な 

肥. 料に. 次て 必要なる は 水て ある、 水に は 肥料の 如く 種類 は 無い が 

も， £ ぶ ，すい せい すい あら か e $ * ^わ お f t 

最も 佳い の は 雨水 にても 井水 にても 豫め 瓶に 貯 へ E き て、 孑 孑 の 

生 す る 位 お、 日 藪を經 たのて あ . る 、若 し 夫れ 程に 爲し能 はす ど も. 朝 

汲みた る もの を 日中に 與 ふる 位に. せね はなら ぬ、 汲 み 立ての 水と、. 

き き みづ けフ ， 》0 5 £. 

鹽 氣、 銅 氣の ある 水は决 して 用 ひぬ が 可い 

レっ た" まん ち， つ ft- つね FJ フ f>*- す やう a 

一 体 盆 中の 土 は 常に 乾に 失せ す、 濕 に 過き さる 樣保 たしむ るの が 

肝要て あるか ら、 水 を 行る 場合に は 底 へ 拔け 通る 迄 行る けれども、， 

^フ a やわ の 5 もら ふ や でき * 'も ほ 

一 日 一 乾きた る 後に 非ら され は 再び 行る と は 出来ぬ、 ッ マリ 濕 して， 

乾か し、 乾か して. は濕 すと 云 ふ 手 熟 を 程 能く 歉 返して 行け は 可い 

のて あ る， ソ n て 物と 時候 と、 其置搽 所と に侬て 一 槪に云 ふと. は 出. 

s, i か »v K ゥ $«, ,£ . さん t ご- C ざ 令ら ゐ Jrt それ V* 

來 ぬが、 先づ 夏期なら は 曰 中に 一 度、 三時 頃に 一 度 位て 可 い 、其餘 の.. 

£ き や 9- ひろ «■ V ひ i け A* r_f ^ > はか も くりん す" - 

時 は. 拾 ひ 遣に す る、 拾 ひ 遣と は 彼此 乾濕 の 度 を 見 計 つ て 灌 水 す る. 



い { ら、 ご ^づ ひ s gi き お U .1 ゆ， ^ん 

の 謂 ひて あ る、 總 て 落葉 後 は 水引き 惡 しき ゆ へ、 冬期 は 凡 を 一 週間 

每に拾 ひ 遣に すれ は 足り る、 此 外 平素 水引き 惡 しきもの 又は 梅雨 

♦05 あゆ あ fj つな かぜ ざ 4 ぶ ば- rlri £0 C .4- は 

中 雨 亿 遭 ひたる もの は 室內の 風通し 好き 燦 所に 取込み て、 乾 か し 

ろれ はつ *0<1 は みづ そ 、 >* い 3 ん も <v 

めね はなら ぬ、 夫 から 日中 葉に 水 を灌ぐ は大 禁物て あ る、 要 する に 

づ ひ れ *- ケな *fl き PJ つ すくなき L フ か 

水 も 肥料と 同ヒく 多に 失する より は、 少 に 失する を 可とする から. 

• 假 令 葉の 少々 蒌 縮した る 爆 合に て も、 日 に 幾 回と なく 水 を 與る如 

き は 更に 其 効な きのみなら す、 却 て 根 腐 を 生 1 ダ るの 恐れ あれ は、 之 

> かげ ，つ せ 《* みづ あた V、 ど く JC-S ふく i 

を 日蔭に 移し 少量の 水 を舆へ 漸次に 恢復せ しむる が 可い 

〇 實 生物の 事 

ば/^ f ； fc f i c*c ゆ. a tn. %& なや 々ぶ ズん じゃく * 

盆栽 は 自然の 縮 蠭てぁ る、 故 に 之 用 ゆべ き樹 木 は、 高 さ 三尺に 出 

る も J しゃくぜん ご Jt* は ゎゲ * す I cz- L 

て さる も の、 或 は 二 尺 前 後、 甚 たしき は 僅に 四五寸 はして 根幹 枝 の 

あい あ 坨 か す 5 ？ ひゃくねん へ ろ， *iS ぼ < おな や 5 で き ,2 

鋅 合が 恰も 藪 十 百年 を經 たる 老 大木と 同 ヒ樣に 出来て 居^ けれ 

十九 
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て も、 夫 を 直. に 薄き 鉢に 移植す れ は、 境 遇の 異なる 爲 めに 生 存 し 得 

らる - ものて は 無い、 であるから 最ま より 盆栽 用と して 特^に 仕 

V- さしき つ 11 21 もろ ro 5 C4r c« ひ^つ 

立てる のて ある が， 差 木、 取 木、 接 木な どの 方法 を 用 ひ 老巧なる 手術 

1 ダこ ？ <- W4, ね c* tr* 、ノ くり いつ けん み ぜ もり 1* まが ほざ いら も 3 

を 施して 相 雷の 年 所を經 過せ は、 一 見實 生物と 見^ ふ 程の 逸物 を 

5 もに v,c すで おい ひゆ bo. で， ろ 

得る こと 敢て 難から され ビ も， 已 亿 大樹の 割合に 出來て 居る のて 

あるか ら、 其 枝 は 如佝に 細 且つ 密 なる にもせ よ、 之 を 幹^ 比 ふれ は 

或は 伸 ひ 過き たるの 嫌 ひ あ り、 根 張り も 亦 其 通り て、 到 底 多 少 の 不 

f »• ら ま ぬ" H.-W- き < 'ぎき はじ ぽん 9 せ，. -く わつ 

釣合 は 免れ ST で あるの みならす 取 木、 接 木 は 初めよ：^ 盆禋の 生活 

f* ^せ l もの ご .*> なお その じゅ みや <*• Kb あ ft おお 

に 慣れたる 實 生物の 如 く、 永 く 其 壽命を 保つ 能 はさる の 恐れ あれ 

もつ £ &ん ぜん か せい ^5 ftt は 5 a5 み ♦? もの - K 

は 最も 安全に して 且つ 成 効の 確か^る 方法 は、 實 生 物 を 仕 立つ る 

*n つ 5 ^ S5.C **s ひ な < や つい てき «5 なへ 

のて あ る、 夫 に 就ても 實蒔 より 始 むる か、 或 は 苗圃に 就て 適 當の苗 



い に i "1 *L さ」 や ば r- *1 は さん 

木 を 求めて 之 を 仕立て上げる か， 若 く は 山野 を跋涉 して 二三 年 を 

,c *^ せ， 巧 *、s L» さん f S づ その %< てき 

經た る實 生物 を 採取す るの 三方が あ る、 孰 れも其 目的 を 達した る 

曉には 同 一 にして 其 間に 何等の 相違^ けれ は、 何 の 方法に 依る も 

さし ゥ かへ i* if はリ ザい ぶん き な. か j: ざ ひ* ラ ほ なへ 

差 支 は 無い が、 實 蒔よ り始 むる は 隨分氣 永の 業で ある し、 苗 團の苗 

木に は 其 種類 亿 限 あり て、 何 品 にても 得らる、 と r ム ふ 譯には 行か 

Aw W ん f i もつ ば み n 9^ さ < ； Ji i1 £ は 1 ぼ 5 あへ 

sr 故に 本書に は專 ら實 生物 採取の 方法 を 說 く 、此 方法 とても 敢て 

ひゃく はつ- ひや < ち5 い わけ ゆか r- か も P て み C ^6 X £ 

百發百 中と 云 ふ 譯には 行ぬ が倂し 最も 興味の ある 仕事 て、 縱 し 徙 

勞に屬 しれれ はと て、 山 野 を跋涉 して 身体の 徤康を 益す に は、 極 め 

て 屈强の 方法て あるからて あ-る 

み せ〜 もの ？で f * 

〇 實 生物の 採取 * 

さん *• ばつ？ '5 みせ ， .* 乃 - い VJ ゆ ザん の？ ほかいつ 

山野 を跋涉 して 實 生物 を 採取す る は、 嚴 久、、 を 除く の 外、 何 時 に て も 

さ L つ. 8 な ま 汁い /、x- r. ^ん ご f め L ゆ I f i/ > 

差 支へ は 無い. が、 先 づ 寒暖計が 華氏の 五十 度 前後 を 示 す、 春 秋 の， 彼， 

二十 一 



二十 二 

メん ^5 もつ てき *?， 力き なかんづく tt も ひ. あんど 5 もつ ミ f V... き 

岸 頃 を 以て 適當の 時期^す る、 就 中 春の 彼 山び 頃 が 最も 好 時 期 て あ ， 

さ さん rt. つい み せ 3 もの さい-. J ゆ あ た ま なん < つ 

る 扨て 山野に 就て 實^ 物 を 採取す るに 當 り、 先 づ 何人の 目に も附 

* す * あん かく あ あま を ほ せ 5 に す V-J C - z-{ 

き 易 き は、 岩 角^ どに 在りて 餘り 大きく 生長せ. す、 而 かも 頗る 古色. 

を帶 びた る ものて あ る、 之 を 其 儘 盆禋に 移せ は 好箇の 盆栽た る ベ 

しと 思 ふ は 至極 尤も なれ ども 夫 等 は 大抵 大根の みに して 細 根に. 

t しけれ は、 之 を持歸 りて 生育せ しむる こと は 甚だ i! 難て あ る、 

と^ み t み お 3 ら X ft ぬん も Q 

づ成穷 の 見込みな^ ものと 諦 むる が 可い、 夫より 二 年若く は 三 年 

を經 たる 若木に し て、 枝 藪 の 多く 打ち 居る も の、 ず 枝の ii か^る も 

の、 根 の 充分に 張りた る も の、 根 元 の 太き も の、 幹 の 象 si る も の を 

たら さ^ f* ゆ け い • w I n 

撰み て 採取す るの が 成 効の 捷徑て あ. る、 そ して 愈と 膝^; する ぎ 合： 

はは 左圖の 如き 




か^ s IVO せい ど £% くつ さい つち f くわ W * せ & わら かな そく r>、 

形 に、 其 生 土と 俱に堀 採 し、 土 の 崩壊 を 防ぐ 爲 め、 藁 にて 堅く 束縛し、 

その i{ ねづ ごけ ま * た さら わら もつ *， ま S h かへ 

其 上 を水荅 にて 卷 き、 又 更に 藁 を 以て 包 裏して 持ち 歸 へ るの て あ 

もケズ ち も か ，でき ば あい な. • め 5 お 

る、 若 し 直に 持ち 歸 へ る ことの 出來^ る 塲， 合 亿 は斜に 地上に S き、 

けん p-i «la> くわん す" よさ s つ こ .《 ん ft も 

乾燥した る 時 は 灌水す るが 可い、 左す れは决 して 枯 損する の 恐れ 

は き| い 

さ さい r* き ft € ゾ あ も ひな タち ぎ *♦» 

扨て 採取し 來 つてから 後 は、 何う す るかと 云 ふ に、 或 は 直^ 土 鉢^: 

二. Hl】 




二十 四 

い メ パ" J ばん 1 ひ S それ ^プ こけ £ のぞ .5 くわ 

入れて 花墳に 匱く 人 も あるが、 夫よりか、 水荅を 取り除きて 其 儘 花 

51 ん, はか m p<* C よ くわ f ぜき わ f *0 く X ゐ て. S ね. S のぞ さ 

堉の中 〈遝め 込む のが 可 い、 花壇 は 石 瓦 木 竹の 類 を 丁寧 亿 除き 去 

つち お ん め ふるい か ほど お ほき く Ift あっさ t やく は *- 

りたる 土 を 一 分 五 厘 目の 篩に 掛けた る 程の 大さ^: 碎き厚 一 尺、 巾 

e やパ おさ げん すん ほう もフ S ヘ^ き i* %t ザん i« か %1 

三尺 長 二三 間の 寸法 を以 て、 地 と 平 均、 若 く は 二 三寸の 高さに 設け 

お ri ゆる S X つ， SS *かぃ 5 でさ « 5プ r> やく ケらゐ 

て 匱く、 を して 種類に 依 て ー槪^ 云 ふ と は 出来ぬ S ぼ 一 尺 位の 

かん ，かく おい 5 S るいだ て あて t き き つよ かわ す 

間隔 を 匱て 植ゅ るか 可い、 其 間の手 當は 暑氣强 くして 乾き 過き た 

ひ / f «ft みプ あ *J また えん ゐ はげ *i さ よ r- チ もつ む ほ 

る 日に は 夕方に 水を與 へ、 又 炎 威の 劇しき 時 は 葦簀 を 以て 之を掩 

fcn- さ はか ひ れ あお およい ひ hi も t 

ひ 日光 を 避ける の 外 肥料な どを與 ふるに は 及 は g 、否 な 肥料 は 寧. 

f もつ 

ろ I ^物て ある 

まや x< はる ひ « んま でお は& はお ，つ その ％s> 

斯ふ して 翌年の 春 彼岸 迄 置き、 始め て 鉢に 移す のて ある 气其 時に 

ま さ \N t» ど s 

は 先 づ左圖 に 示す 如く 



上 根を殘 して 牛蒡 根 を 切 去る が 可い、 をして 其 切 口に 肉 を 卷かレ 

タ ふ fe* $£ くわ だん 5 ク およ r- ゅづ かん その m お *in. 

む る爲 に、 再 ひ 元の 花壇に 移して 凡そ 二三 週間 は 其 儘に 置く 夫れ 

ま 、 こ f ほつ はち せう は 1 £ ん 3 い XI ど び 

から 先づ 自己の 植 へ んと 欲する 鉢の 大小 方 圓を取 極め 用 士の項 

の さ つち よ， & < ^ ic もな もつ * はら か か y ^ ^ 

に 述べれ る 通の 土 を 用意し、 柒 箸の 類 を 以て、 柔く且 つ 充分に 土の 

根 、ぼ はる P にして： M ゆるの て ある 之を稱 して 假植と 云 ふ 若し. 1 

，！？ ii J ^ r a ほ S5 つ み c &t おも ご ^5 ぬ 

此際上 根の 數 多くし て、 根 附 きの 見込み 確かな りと 思 は ゝゃ蒡 根 

を 戊る ぺ く 短く 切つ て， 他 日 植替の 際 幾ら 薄き 盆に て も 移し 得ら 

二十 五 



二十 六 

f K. かん 今， B よく ねん ほる まで もの- あ 5 お 

る 、檨 になし E くが 肝要て あ る、 此假植 は 翌年の 春连 にし て、 其 間 

あ *i J nl ち， よ きはく ひ nf つ 》v 5 つ あお たく 

は餘り 肥料 を 與へ ぬが 可 い、 稀薄 の 肥料 を 月に 一 回も與 ふれ は澤 

さん しか み プ け A- rj*- ど み は i-ら あた A> こな 

山て あ る、 供 し 水 は 乾 濕の度 を 見 斗つ て與ふ る こビを 怠つ ては^ 

ら ぬ、 夫 から 棚 架の 上に 匱くな ど は 宜しくない、 成る ベ く 花壇 若く 

は 地上に 直に 置く が 可い 

o ぼ 替 - 

かノ つへ * .5*0 ねんかん は。 な K. それ いよく ほん 5^ か i 

假植て 一 年間 鉢に 慣らして 匱 き、 夫 から 愈 本植替 をす るの て あや 

そり ささ ね >A ほご 3 ず つ や， さい ォ t o ^もや， 

が、 其 時に は 根 を 充分に 緩解し、 疵の附 か や J る樣 、菜箸に て 根に 着附， 

ふる つら ts/v か *-s « \J3 はさ *e- も r くさ <b* ふる y 

せる 奮 土 を 悉 く 落 し、 且 っ銳 利^る 鐵鋏を 以て 腐れ 懸り たる 舊根 

くわ ぞい ざ S こん き 4 さ すぺ か S- *»、 g き たな ^4. ぼん * さ 

や、 過 贅の細 根 を 切 去 り、 總 て 假植の 時と 同ヒ樣 にして 盆に 收むる 

そみ の かん へ 1 す ごえ * な &ょ そり K てつ ズ^ すで ひ «4 

其 後 三 四 週 II を經 て 4 薄 肥 を與. ふると 及び 其 他の 手續 は、 已 に 肥料 

ぶ く. 01* すい > な 5- の W はり あるひ その t > ねん む 

の 部、 灌 永の 部に 於て 述べ たる 通て ある が、 或 は 其 瞌 一 一 三 年 も 隱 < 



人 あれ ども、 植替は 何う しても 年に 一 度 宛 行 ふ が 可い、 左 も 無い と 

r-ん ちん ib-.s t*. は K ら おい .*ノゅ %< せい ぞん はつ if さ ** な あ も. ヌ V すい な^ t で ？ > a 

新陳. 代謝 の 働 を 害し、 樹木 の 生存 發育を 妨げ、 或 は 灌水の 中 迄 充分 

に 通らぬ 爲め下 枝を枯 すと あ り、 又 蟻、 蚯 蚓の附 くと が あ- る、 夫 れ て 

己^ 盆栽に 出來 上つ て 居る もの^ら ば、 周 圍の土 を 寛め て 靜に拔 

£ さづ— ち <• おい .S おすな は */ は 5 ピ£ る *J S 

き 取れ は 左 圖中第 一( 卽ち 右方) の 如き 形に な つ て 居る、 是れ は 根 か 

ほん ち， レ つ ば 5 ^6 は *0 か ケ-も な ゐ こり は S でき ゐ 

盆 中 一 杯に 擴 かりて 鉢の 形 を爲し 居る の て、 此 鉢の 出来て 居る も 

のなら ば、 何 時 他の 盆 亿 移す も 大丈夫て あるか ら (伹 し 酷暑 厳寒の 

こ 1 カぞ やま ほ 》• い やま £s 'な ぢ Ja5« い fi> だ 14 

候 を 除 く) 山 堀と 云って 山から 取 立ての もの や、 地 堀と 云って 花壇 

a な ひ a ほ ちん て 3 ゆえん か r/. f へ 

などから 拔き 立ての ものに 比 し、 大 に 珍重 さる ゝ 所以 で、 價 格の 上 

おい ^£ &ふ . ^5 さ， ゐ さそれ ね も V つち ^< ぶん 

於ても 殆んど 十と 一 の 相違が あ る、 扨 て 夫より 根元の 土 を 幾分 

の t ぬ ほピ おい は す， f は *T ゆ. o あう ご £ か飞ち v-ゥ ？s 

か錢 して、 根 を 緩解せ は 第二 (卽ち 中央) の-如き 形と なる、 グ n て過赘 

*- レ こい L> こや すでの £ は I ねゥ S さな.. 

の 細 根 を 取捨す ると は 已に述 へ たる 通りて 可い が 根 は 土より 先 

二十 七 




二十 < 



V- y ばか vi こ A- き a さ だ. S さん すな は さ f ご w か^ち か 

五分 斗り の處 にて 切 去り 第三 (卽ち 左 方) の 如き 形に す る、 斯 くして. 

ぽん W おさ もれ . さら t ん こ. な r~ や づ ふた * ぽ ち ふ 5 ^ つ ばい rsA 

盆 裡に収 むれ は、 夫 より 更に 新 根 を生ヒ 再び 盆 中 一 杯 亿 擴か るの 

こ の f へ かへ さい あた b %z 51 め q5 もん rro-v 

て あ る、 此 植替の 際 亿 當 り 、若 し 害 虫 の爲に 根の 損傷され たる、 と を 

p£ -- ばら S か^ そ e- き ザ S- ま i 

露 めたなら ば、 暫 く 地 へ 假植 して ゼ 〈瘡痍 の 癒 ゆる を 待つ か 可い 

«•<«/-、• なつ ゼ I よ <• ちゅう h-i ちゅう ほ^ S クゃ よ ま い ち ば-" C 

植替は 夏の 土用 中 と、 寒 中の 外 は 何時 行っても 可い か、 先 づ 一 艰5 0, 

當^ る は 春の 彼岸 頃 で、 時 候が 華氏の 五十 度 前後に 定 つた 時て あ- 

/ この さ I せ ゥ 1 /\ かん をん ^ f .^ へんく r s-ft 

る、 倂 し此期 節に は 性 i 寒 温に 急 劇の 變化 を來 たす ことがあ るか 

か、 き * J ^1 ^ ま i:* ま V c</ さう み 

ら、 寒 氣 れ觸れ しめさる 樣 注意せ ねば^ら ぬ， 又 間 i 降霜 を 見る と. 

その さい ま みづ .V- * it £ め も &ょ Av S5 つ tJ1 i 

あ り、 其 際 は 先 づ 水を灌 きて 霜 を 溶 か し、 然 る 後 除 ミ^ 日光 を 受け 

^ ？ 5-1 げき， 《ん ぐり ？ その ，<ts ，ぬ でき 

しむる 樣に すれ ば、 急 劇の 變化を 避け て、 其 害 を 免 かる 、 とか 出來 

aft 1 ^ かへ ご $ん r ち おら つ まで t ばら あ v だ あめ- あ あ 

る X 植替後 は 盆 中 に 土の 落 附く连 暫くの 間 雨に 逢 はしむ る こと 

を 避けね. ば^ら ぬ、 以. 上は總 ての 盆栽に 適用して 差 支 へ 無い けれ 

, 二十 九 



三十 

ひ £ もみ fJH ^£ かん r* ろ. j じふ 5 5 おつ 

ど も、 獨 り 樅の みは 暑 を 厥 ひ 寒 を 喜ぶ ものなる を以 て、 十 一 月より 

K *#ン S つ to- まで 《• へ. & ~ 二 < 'じき 「ざ 

二月 一 杯连 を、 植替 の 好 時期と す る、 次 に 

^づ ぬさ あな - i S づぬ& あな £ r u て i >?. す. s べん ほ 2t ^わい 

水拔 穴の 事で あ る、 水拔穴 は 讀んて 字の 如く 漏水に 便す るの 外、 外 

き 《* r> ゆ 1K ゆ A9i これ . ふさ * で- あみ 

氣， を 吸 取せ しむる 爲に 設けた ものて あるか 之 を 塞、 く に は 銀 綱 

に 限る と 云 ふ もの あ れ ど も、 貝 殼， 星 根 板、： S 烙、 瓦 鉢の 缺片か 却て { 羊 

しい、 其 證據亿 は 銅 綱 を 用. ひたる 時 は. 根 は 決し て 水拔穴 の 處ま て 

仲び ぬか、 貝殼^ら は 確 と 之 を 掛く迄 に 伸 ひて 居 る、 之 に 依 て 口 八 る 

av t: ゆ く ゆ 5 , かい ます^ t\ あきら y 1 *c み Vf <- . 

と 銅氣の 樹木 亿 有害なる は 益 明かて あるか k0 綱 は 害 ある も 益 

なしと 云 ふ 可し だ、 又 屋根板^ ら は 其腐杇 する 時分 に、 新 根 は へ兀 分 

蔓延して 自 然 の 綱 を 作く り、 土 0 め、 漏 水、 外 氣の吸 取 に、 毫 も 差 支 の 

^い 檬亿 成って 居て 頗る 妙て あ る X 或 もの は 极を植 ゆる に、 墟 出 

すみ ゆ Irt はし あな ふさぎ %B こ ひ «5 , -r 

を しれる 鱗 の-切 端 を 穴 塞に 用 ゆる か、 是 れは^ 料た るの 効か あ る 




おな ふさ め まつ $3 r さ ぼ & 

るら の 事 て、 獨り穴 塞 き の 爲 の み ならす、 校 の 根 腐れ しれる 爆 A 口に 

す も ゆ もつ もり n ま i: ほ s ri タラ ま*1っ5で は 1" け P 

も餳を 以て 其 根 を卷け は大. に 効能 か あ る、 又 序な か ら 蛤蛤鳅 の 類 

から む， * ちご 5 いつ tx1 まン あた ミき なち i や， K \ お V 

を S 霧 に し j 合 を 一 升に して 松に 與 ふる 時 は、 忽 ち 脂 を t ノ き 岀 し 

メ キ /\ 肥へ 太る ものて あ る、 次 に說 くべ き 事 は 

e 《たハ 5/ A な ** & ゆよ * 'さつ その せい はい «i5 めん ぼん 、、 /，せ > ^ N 

大体の 植 方て ある、 先 づ樹容 を 察して 其 正 背兩面 を吟昧 し 正 面 へ 

(さ-みめ， ほさ まつ す み r えく？' ^ なが- ) 、もつ-^ 

ぎ か 術し 目に 植 ゆれ は、 殆 んと眞 直に 見へ、 卓上^ 於け る 眺め は最 

もまい めお はお 昏 けの を して まの 椽 より 稍 や 低く 目に 盛 

3 り i f ォ 53 <£ん す 5 さい つ パ ^ 

らね はなら ST 其 橡 と殆ん ど摺れ /\ なる 時 は、 灌 水の 際 土 を 洗び 

な * i C tttf- おもむ さ t fc^F そ， ^ ^ ^ 

h すの 恐れ か ある、 又 根 張に 趣 を 添へ んか爲 其處 丈け 殊に 土 を 

一 0| く 盛り 上 け、 若 く は 荅を附 けるな ビは 却て 見惡 くき ものて ある 

-c プ すぺ なち ゆん な^ ぺひ f i 

か ら、 决 して 爲 可き ことて 無い 、地面 は 大抵 平 ひらてよ からう 



人、 C こ、 ろ ts W やく^ぎ ど £ ぼん n ん f>4 せ、 くぺっ 

艇龙の 得 は大畧 右の 如くで ある か、 盆 亿 は 方圓深 淺の區 あ り. 

%< *J X ャほ s てきひ こ乂 J ゝ.? "か< 

て、 樹木の 姿勢に 侬リ大 に 適否 を異 にす る ものて あるから 盆 形と. 

ii おの に^て i ぶ る こ とも 亦 *K だ 必要で ある、 盆の 形 狀には 

J - ぺつ VJt**r, め a. t や ラ -Ji ゆ .（• き 》> こ "0 ^き ，つ C 

千 爱萬别 あ り、 從 て 名稱も 種-あれ ビ も、 歸 する 所 は 右に 圖示 する 

ひち r5 ゆ す 

七 種に 過き ない ので ある 

崎ち 樹^ はきれ 丈 け^れ ど も、 眞 に 調和 を 得せし めんに . は 、先 、、つ 桡 

%< rj せ 5 だいせ 5 つまびら か 乃 S あ そのて さ ひ ^ ^.A 

木の 姿勢 大小 を審 にした る 後に 非ら^ れ ば、 其 適否 を斷 言す る る 

は出來 ぬ、 倂し槪 して 云 へ ば 

ご £ t な や ^かま まりた へ S も % な, , L 

T の 如く 椀 形を爲 して 稍 や 深 もの は、 全く の 平地と 見做す 譯に は. 

か sr, や. ト 高き 丘 阜と 見て 可から う、 て あるから 是には 懸- 崖、 半. 

騮 SiS はま^ 辦を膨 ゆるかず い、 フて して^ 植附の 化 置 は、 直 幹 物 は. 

三十 三 



^ ^ 



よ、， 



ず-お '- 



三十 四 





•Hi t， t 尸 めん づ s， おい .55 i* な tvv お d£ *■ ほ 5 *»ラ i,1 rl ) , r 二 zf 

まま チ 面 圖中第 一 (卽ち 上部) の 如く、 中央線より 稍 や 背面に 偏した 

いち 5. * たえ 《 ひお W の さ，， づご £ みさ/ h 

る 位 g に植 へ、 又 枝の 左 へ 伸 ひお る もの は 左圖の 如く 右に 偏し て， 




ftfc t.v f »i お s ぞん けレ ゆん づ おい は すな は か > t ゆ ^ ちゆう あ T\ 

S 職 sl^ 霧 ら は前揭 平面 圖第 一一 (卽ち 下部) に 示す 如く 中央線 

三十 五 



植 へ、 右 へ 伸 ひたる もの は 左に 偏して 植 ゆる こと 先 づ下圖 の 通り 

X 5 C さん c i もてん あ お ほ X も ゐち L 

て 可 い、 开處て 三箇の 〇 點を附 して 大凡の 位置 を 示め した のて あ 

る 




三十 六 

ぶる さ S タ -《 づ へん 5 C5 r-£< ， へ ^さ な * み 

の 部位 を、 左 右 何れ かに 牖 して 植 へ、を して 高 卓の 上に 匿て 眺 むる 




♦0M< t f ( えだ はす ^ゆ fl ゆ ひ， てき 

夫から 直 幹 物て 少 i 枝の 張り 過き たる もの を、 此 種 の 比 較. 的 小 さ 



ih ん えら f &っ たい 5^ ^ . 、 

き 盆 を 撰ん て植 ゆると き は、 實 体より はふ さく 見 ら る、 もの て あ 

る、 がぎが に は： と轿 酔り のき^に 你て、 おお 前後 伺れ へ 偏して 

i さ ri プ かへ な さ づ— そり あ 0 さよ TJ め ， — 

植 ゆる も 差 支 は 無い、 左 圖は其 有様 を 示しお のて ある 




HI 十七 



三十 八 

\) ？ \J - «». かお s S むレ はち ri や 5 てき f ！ J 

二 及、 び 三 は 其 形より 云 へ ば 寧ろ 鉢と 稱 する のが 適 當てぁ る、 是 れ 

VJ*» ち みな けん おい もの 5 X だい なみ rlr* く ちラ t ぶく ぶ 

は 高地 見立て、 懸崖 物を植 ゆる か 可い、 台 は 並 卓 か 中 卓が 可 か 

，へつ a $ i,、 \ ) , ft な えだ ひだ W むか 

らう、 そして 植附 けの 位 匱 は總て 一 と 同して あるから、 枝の 左に 向 



三十 九 



つてぎ^ たる もの は、 右 に 偏して 植 ゆる は、 先 づ圖の 如き 手 加减て 

行れば &ぃ 

K f f さ ばか これ けん ま また ttf ^ 4， 、 %^ 

购は T と 唯 だ ガ圓の 差 ある 斗り だ が、 是に は 懸崖 又は 半 懸崖が 景 

て ST f 

も 適 雷す る 

!s ばぎ！ i ，まに み 見 だて ねばならぬ から、 直 幹、 双樹、 株 立の 類を植 つ 

るがず い、 s^ls は 鹿て の き 合と 同じて ある が、 株 立の 塲合 に は 

^ t これ？ まさ ビ£ か 

^ち お に 0e る || に は 行かぬ、 之を植 ゆれ は、 先 づ 左の 如き 形と な 

る 

t *ぃ c， &ん cx f わん おゆ 

是 れ は 苔 香 園 所藏、 椀樹と 

せ...， f> や せ. s 

稱 する もの V, 寫 生^り 



ョ'. 二 




とお は 一 方 は楕圓 て、 一 方 は 長方形 なれ ど も、 同 一 の ものと 見て 

：ゥ こ あさ は S へ S S み *i げ ぺ J .) 

irnj し い、 是 れは 何れも 淺ぃ 鉢で あるか ら、 平 地^ 見立て、 總て 五と 

1 rw* 5 よ しか その る B 

司 種類の もの を植 ゆるが 可い、 併し 其 位 匱 は 



いつ f て 5 f けい 





> '、 


) 


1 




■! ！., 




《ん 



づ * ん おん { か S せん は^ めん 

上圖の 如く 三分^ 區 劃した る 界線 へ、 聊か 背面に 偏して 植 ゆる を 

てき f to さ 55 S プ G ら ぃク \J ぼ あ S $A 

適當 とす る、 rV して 其 左右 何れ を 撰む か は 一 ^ 1 の 場合に 準ヒて 

X y}£ さ， *> ゆ K. ？ な & t の rfA- ぼん かぎ P1 

可 い、 特 ^ 双樹 の 丈け 稍 や 高き もめ^ どは此 種の 盆に 限る 樣てぁ 



きト 




• 四十 二 

さ f あ S じ つぶつ も そ ゆ かたさ t» 

る、 左 圖 は或實 物を模 して 其 形 を 示した のて ある 




1 i / f r まつ ごま はふ 2" ん %h も& , 

^左に 示 す、 或 る數寄 者が 秘藏 せる 松の 如き 华 懸崖 物を植 ゆる も 

頗る 妙で ある 




四十 三 



やか 




四十 四 

ま飞 i fx % X* «•、 てき た w へ ど ほん よせ 

叉 森林 を 摸して 寄植 にす るに も 適する、 假令は 五本 寄^ら は 




^ £ き ：v てい ゎ*ぉ そ みつ つ て 3 ぎ あん ザ ,i 

ii の 如 く、 樹 の 高低 枝の 粗密 を 察し て 適 宜亿壚 梅す るの て ある が 

, i い ^£1 ひ ゥ f5;3" かさな あ まなな. & ぷ{ 

嚙だ 正面から 見て 成 る ベ く 幹の 重りみ 口 はさる 樣 に、 又 高 き は 前 に 

俯き はぎに 酖匿 する が 可い 序に 或 もの は 寄植は 同種類に して 而 

ffT f か 5S_I> 5 こ いつ y 一 へき S3 

かも 同ヒ 古る さの もの^ 隈 ると 云 へ 、ど も、 是 れは 一 個の 癖說 であ 

S さ々 CA i { な S み ど £ せ 1< .、レ ゆ { S ゆ **•< 

る、 賁 f 森林 に は 種、 くの 樹木 を 見る が 如く 寄植 にも 種く の 樹木 を 



用 ゆるが 可い、 假令へ は 或 もの は 長に 颦色 を欤め ず、 或 もの は 秋 に 

一お つ CI yi まな ある ふゆ あ t S か. ュ 5 あち ri ゆ „z.t 

至て 紅葉し 又 或 もの は 冬に 逢 ふて 枯樹の 形 を 見 はす 如く 種く の. 

0 化 を 呈す るの が 却て 妙て あ る、 併 し餘 り樹 質の 異^る もの を 一 

^A. P おさ a みや. J t ん なん を n ち よろ ギ-ん み 

盆の 禋に収 むる 時 は 培養に 困難^れ ば、 夫 等 ば 宜しく 吟.， 味 せ ね ば 

ならぬ 、 

む た ， " ゴ， O ぺ s i*v Z £5 ^ A * お &ゃ 4- L ,V め つ 

無 待 曰 く、 近 頃 米 翁 が 伊 藤、 神 田兩 氏の 爲に 造く りれ る も の. 

、加き は 異種 類寄植 の上乘 にし て、 有名な る 喜 谷 氏 の槭樹 

ピ ほん XV. いわ t s_ ^ V ！ S やくだん さん ぼん t せ くら あへ そ、 rjr- く ある ゾ 

五 本 寄、 岩 崎 男の 白檀 三本 寄^: 比 ふる も、 敢 て 遜色な く、 或 は 

觀る 人に 依て は 却て 優れり となす や も 知れ 僕 も 實 は 其 

1 人で ある が、 玆 處には 機、 榧、 槭 樹なビ を寄植 にした る 或る 

實 物の 模寫を 示して 讀 者の 參考さ する 

HH 五 



r 




EI 十六 




I B ml E [ s I n . — I . - 

、 .. - i r り ，二 は、 f»- J *ts こ <ー ri ら す 

以上 は 唯 だ 其 一 斑 を 示し て、 據 る へ き 所 を 知し めた る^ 過き ぬ、 此 

•f { < ふ， t つ S" & &ゥ k- つ あるひ くわい *« わ よつ かぐ & い せ 1 こら ほか な 

上の 工夫 は 實景、 實 物 或は 繪盡に 依 て、 各自 意 匠 を 凝す より 外 は 無 

-5 に 

^ つ s- 4©s ^ ？ K,^ さぺつ W れど 4LH く わか 

色との 鈞 合お が、 色 に 濃淡の 差别 あれ ども 之 を 五色に 分て は 

t ゆ でハ や <- こ *» なん きん 

f 一 朱 泥、 洋紅、 紅 南京 

】 W ひで S 、 

(梨 皮 泥 

-も 6 f く ご £ § X- ぎ せき 01 5* S ひ s P す. S せ ， み tft ，ゆ 

の 類に は 松、 柏 の 如き 常 磐 木、 石 榴の內 にても 樺 一 重、 水 晶味又 梅な 

tt< tfs レ ff£ はな レ>0 ぼん LV* く T1 ふく や v 

らは 白梅と 云 ふが 如 く、 葉 や 花の 色 と、 盆 色と 重複せ さる 樣に する、 

この V K. 

此 道理より 推せ は 

CA. ゴ 《- s tt< で； S 

I 一白 交趾、 白 泥 

J! 一 むろ なん 巧- A- 

(.0 南京 

£f ま 5 せき VIA- fJ5 もみ ざ £ ^1 も- 0 %0 

等に は 松、 石 榴、 紅梅、 槭、 樹杜极 、橼 の 類 を 用 ゆる 

四十 七 

. - —— . —— .- 1 —— I 1 



四十 八 

, き *5 趾 

fps^ ^ き a ん きん 

ー黃 南 京 

はく くさ この V ち z£ す ゐ ばん て さ 

に は 柏 若く は 草物 又 此色は 特に 水盤に 適す 

r*\J い *- で S ？-ゃ r J(x. 7{ きん 

S 一 紫 泥、 烏 泥、 黑泥、 黑 南京 

0^ j くろ * J 

(黑 茶 葉 

*1 くわ さ f> あい まフ はく ひのき す ざ £ せ， せき やなぎ さくら * やき もの *- おい て^ 

は 葉 花の 色と 差 合がない から 松、 柏、 檜、 杉、 杜 松、 石 榴、 柳、 櫻、 機 其 他 大 抵 

， てき *? 

の もの は 適 雷す る 

あ を 1? S 

一 均 窯 

きおな はで おはく さ %9 1 ifc す^ ばん も 

は 黃と同 k く 派手 やかで あるか ら、 多く 草物 を植 へ、 又 水盤 向き に 

もち ほやき JSJ? f fj ゆ f. ち A ばあい さ^ r の^ ろ ぽん もち 

用 ゆれ ど も、 機 や 紅葉 もの を 出陳す る 場合に 際 し、 此色， の 盆 を 用 ゆ 

ft さ r- あ S かへ ク かつ さ. 5 はく W© a かん cx< ど 

れは 他に 差. 合 な く、 却 て 噶釆を 博す る ことがあ る、 此 他の 間色 は 五 



t き */B ^ X .S づ くみ， ^ メ 

色の 中 似寄った 何れ かに 組 入れ 

〇 枝葉の 手 入 

樹容を 作らん 

5> ち じ や 《- き 

一 條を截 るに 

復 す ベ からさ 

て S 

-手を 人る、 こ 

こと を 得、 且 つ 

づ & ゆく らん か その づか" ^ , 

圖 を熟覽 し、 且 っ其圖 解を讀 



て 可から If 



が^に 稱 i の 手術 を 施す こと， あれ ども、 一 枝を矯 め、 

も、 充 分 熟 慮 し、 然 る 後手 を 下す に 非ら され は 性 i 回 

る^ 藤 を 船く ことがある 故に 經驗 なき も の "、妄 に 

と はお に 銜ま ね はならぬ が、 玆 に は 何人 にても 爲す 

まさ t 、る 可-, xij る 事 ® に 就て 聊か 述ぶ る、 其 前 に 左 

^で 置か 必要て ある 
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づ ； > 

JU ひ "に 

は 下 枝 / 二 袋 枝 若く は懷枝 

V IK / 々き タ ， ヽ は ^.c や-だ f"e.4r 

四 は 幹より 直に 二 本の 枝 を 生ヒた る もの 

おは 對生卽 ち 向 ひ 枝と 稱 する もの 

, ) ' a ま マ \/ \J お ども ？」 れ a かさ え^ 

の 七に 於け る 又は 六の 八に 於け る俱に 之を稱 して 重なり 枝と 

XJ から さ s t た， 轼ひ か < 'さく い. 

九搦み 枝と て、 細 枝の 互に 交錯し， TJ る を 云 ふ 

^は 枝 十，】 は 具 トニ 根 張 

t の ほ かづ rs< 

此钔圖 に 示さ ぐれ ども 

ぜん ゆん むか L や 1 えだ さし えだ JS 

〇 前面 に 向つ て生ヒ たる 枝 を 差 枝と 云 ひ 

^5 めん む 5- -〜 えが 516 § 5 

〇 後 面に 向って 生ヒた る 枝 を 後 枝と 云 ふ 

CW. ぜん か 5 ゆん い しん む かな くべつ すな は ri ん 

玆に 前面 後 面と 云 ふ の は眞の 向き 方て 區别 したので あ る、 卽 ち 眞 

五十 1 



五， H! 

む al もつ t や 《- .C ん ム つ-? ほ， C か C 

の 向きた る 方 を 以て 正 而^す るの は 普通の 法則で あ， る、 然 るに 唯 

^ ため f ん む はん «5 もつ L や？ めん 

ざ督に 樹容を 示さん か爱 に、 眞 の 向きに 反する 方 を 以て 正面と す 

る は往々 見受る 所て ある が、 是 れは 恰も 顔貌の 美醜 は 措て 問 はす 

、 モ の にいす に ゆな 尸 £i ^つ ば^ はなし たつ ぼか . L »^ い 

睢だ其 後 姿に 見惚 る-と 一 般の 話で、 實に 馬鹿 ぐ しき 次第と 云 

はねば^ら ぬ 、夫 か ら 

o 頭 と 云 ふの は樹 頭の 事 

o 足元 ピ云 ふの は 生へ 際の 事 で、 是攀 は 別^き 明 を 要 せ さ れ ビ 

な は X つか ご 

も 何人も 能く 使 ふ 語で 

〇 クン と 云 ふの が あ. る、 是 れは樹 頭 若く は 其 他に 於け る 一部の 

^^r "だ， ャ - その ミ こ *c S 、ゆ * t づ さ ち. > ぬ -tsnHfc ccfe 

祜枝を 云 ふ の で、 其處 丈け 樹皮 を 削り取り 蠟を塗 つ て、 故に 斿 へ る 

ので ある が、 多 く は 杉の 如き 眞 直に 仲る もの V. 樹頭を 枯らす 所よ 

、に ひ II なま ？な - きな つ ついで ft, . 6 じ ** 、 

M 終に 眞を 訛って ク y w 唱へ來 たもの て あ る、 序 に 又 梅の 古木^ 



/ 



い C さみ あやま . ゆお 5i す C ひろ 

〇 サパ ミ • と 云 ふ が、 是 れば 寂、 び 味の 誤 り で あ る、 故 に々 少しく 廣， 

乃^ つか *4 ft*/ ひ £ 

き 意味に 使 ふの が穩當 である、 モ 一 つ 

〇 力 セル と 一,k ふこと が あ る、 此 語 も 其 由來は 詳^ら され ビ も、 其 

ぎが より 察すれば 或は 枯れ 瘦 せる の赂語 かも 知れぬ、 ィ ャ其險 語 

として 鹏 すれば &達は 無 い、 燄緖 は圖ら す 岐路に 入つ た が、 本 項の 

ゼと する 枝葉 手 入の 事に 立歸 つて 述 ベ よう 

) ,k * ミ * プ Ji ぺっ k 2 一 たい c、< ざん LA さん お 51 »^ ) £^ 

松の 如き は 別と し、 下 枝 は 大抵 全身 三分の 一 位の 處ょり 

つお -な くわん ぜん ぽん さい 

Sk せ：^ し ！5 る のが 最も 見榮へ がする、 夫れ の 無 いのは 完全の 盆栽と 

ォ ふこ と は 出がぬ、 縱し又 有 つ て も 其 細く 短く し て、 且 つ 枝に 力の 

は t* は t. なほい ぜんな いでゆ m U ) , 7 

^きもの ば 甚だ 淋 みしくして、 大亿 全体の 樹容を 損する もので, 

ゅ*? fjfc*rt お sfc ほぞん % 1 二. れ 1 つ L ヽ^ J ) 

る、 故 亿下枝 は 大事に 保存 し、 若 し 少しで も衰へ たりと 察せ は 他の 

五十 三 



、 五十 四 

い，"^ ほ 龙>- き ©ぞ また -r> ん k き c^i ゅゥ s 

勢よ き 枝 を 切" 除く か、 又 は眞 先より 生す る 芽 を 摘み取りて 之 を： 

窘 め、 其 勢力 を^ たしむ る樣 にす るか 可い、 左 すれ は必ら す 回 I す 

る ものである、 若し 又 之に 反して 下 枝の み 勢力 强 く、 お か爲め ^ ^ 

く は 他の 枝に 故障 ある こ とを發 見したら は、 下 枝 を 窘め て 其 まが 

をハ 刀つ 檨に する 

U の 袋 枝 は，^ の 下 枝 を 母 枝と して 生した る 子 枝 を 示した のでる 

が、 若し EPT 枝の 勢力 不充分な りと 思 は 、之 を 切り 除く が ザい、 かも： 

無い と 兩枝俱 に 枯死す るの 恐れが あ る、 併 し樹頭 に 於け る 袋：^ は 

寧ろ 多き を 可とする か ら、 樹 容を 察して 取捨す るので あ： る 

V ) ' ij ^£ v>， S つ ゥ K c f? 二 、 ，， 

y 泗は殆 んど同 一 の處 より 二 枝の 生ヒ たる ものなる が、 是 れ も 袋. 

枝と 房 ヒく兩 者 何れ か 其 j を 除かね はならぬ 時 は、 先づ 全体の 姿 

せい c t や ク もち 6tu ft^ i 

勢 を 察して 取捨 を 决すぺ き は 勿論な れビ も、 多 くの 場合に 於て 



, 從 のぼの 生長 を妨け さ る 爲亿、 勢力の 强 きを 切棄て ク 弱き を殘す 

ザ. f .J か はな も。 まつ ft $ はんた か よわ ノ ^ ^ 

. き 檬亿す る、 倂 し 花 物 は 全く 其反對 で、 弱 きを 去り 强 きを 殘さ ダ れは 

fei ぶん ちゃく f わ み でき V 「 ， 

充分の 着 花 を 見る こと は 出來ぬ 

むか ►> だ これ かさ *り &ゃ あ ¥ か f 乙つ x-.< はな は おもむ *- も-一な 

ぬ 六の 向 ひ 枝 は 之. を 重 ぬれ は其狀 恰も 魚 骨に 類 し、 甚 だ 趣 を 害 ふ 

ちゃ ，な、 t A つ ど み J は^ら もて， ^ . ^ ^ ね》 ュ も 

ものである か ら、 長短 粗密 の 度 を 見^- ひ 適宜に 除く が 可い 假令 へ 

f > さん ま ま つ ビ£ か， ど ^UF ) I 

は 俗 ^云 ふ 三階 松 の 如 く、 交 亙に 切 離す ので ある 

さプ あ &っ *プ に H / 

左圖は 或る 實物を 摸寫し 

f まゥ 

た る 111 階 松^り 

ま 
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五 七 又は 六 入の 如き 重なり 枝 も 亦樹容 に妨け ある もの は、 先づ 向 

允お ftft て か げん ai さ X 

ひ 枝と 同ヒ 手加減に て 切 去る が 可い 

,5^ 尤ザ fj ゆん as f へ かへ *f *へ ** 3 ,^ $ ayj £ 

^溺み 枝 は 春 期植替 を爲す 前、 未だ 發 芽せ きる 時に 鋏み 取れ は、 直 



w< 衮 もの I こん 50 レ ，- いへ ざ % rf き & く 犬， のお これ 

に 肉 を 卷き其 瘡痕容 旦勿亿 癒 ゆべ しと 雖 も、 若 し 秋季 落葉 の 後 之 を： 

KC め ざ は き w f けつ iiv ま 

見出す や 目障り^り とて 切 去る とき は决 して 肉を卷 くこと な く.， 

f こ ん 15 S はな は み f， ,xy^ つ、 し 

瘡 0 1 水く 癒 へ ザして 甚だ 見 惡 き も . の であ^か 、らま く 慎む ベ き で 

あ る、 併 し 樅の みは 搦み枝 を 始め 總て枝 を 切" 除く は は、 植 替 と P 

• かク お ゥ .& つ ばい まで もつ でさ - 5 ，•> き 

ヒく十 一 月より 二月 一 杯 迄 を 以て 適 (a の 時期と する 

I / しん s £f き a よ fir5 これ じ、 つ. ヌ €1 . そな 

十一 眞は樹 頭の 極る 處、 M なきもの は人體 にして 頭 頗を備 へ さる- 

リな くわん ぞ ぼ、 さ c -S でき f ひ 乙れ 、に.， 

に同ヒ く、 完 全の 盆栽と 云 ふ ことが 出來 ぬ、 然 れ ども 强て 之 を 全 か， 

S3- ほ あ 2 * ひゆ r ん や <» V！ い f つ 

らし めんと せ は 勢 ひ 或は 樹身を 長大に 失せし むる の 恐^が ある- 

t ば is s f CT t4 めつ M な K- の せ S ，や *r At: 

斯る 場合に は樹 頭に 生す る 新芽 を 摘み取り、 成る ベ く 其 生長 を妨： 

あるひ じゅ t ん ゥ な、 ゆ I もゥ f ん * や 5 ぶ、 k>r> J』 V 

ぐ る か、 或 は 樹眞を 稍 や 薪に 曲. げ て 其 身長 を滅 する か、 若 く は 又 斷，， 

^ A き G- ぞ )/ ，お は w たこ むん か か 

然之を 切り 除き 十の 枝 を 針金に て 起 し、 眞 に 代 ゆるので ある 斯. く 

aft ft S くわん ぜん で き 

すれ は 樹態を 完全に 保つ ことが 出來る 

五十 七 



4)/ は は すで ぜん み な えだ いち-ぶ おん わ s 

十二 根 張 已に全 樹 として 觀 るので は 無く 枝の 一 部分と して ft, 

む ベ き 懸崖 物お も 根 張 を 必要と し、 樹木 の 肥 へ たる 土に 生ずる キ 

の は • 多く 根 を 藏 〜、瘦 せ 地に 生す る もの は 雨露 亿 洗 はれて 止むな- 

« あら ひつ い ぶ つ S 5 .<f r ：? け M- ., i .. 

く 根 を 露 ほす の が、 實景 なること を 察せず して、 一 概 亿 根 張 の 有無. 

大如. を 論す る は、 餘 り 感服す ベ き 次第で ない が、 根 張り は 一体に 辦 

もく み もの i,* rx さ.' K1 -"v.- か は 

木 を 老大に 見せし むる 者， あるか ら、 樹 身 相當は 太り 且つ 張って 

居る が 可い、 夫れ で 若し 其 不充分^る 嫫 合に は、 上 根 を 土より 露 は 

KC く. e， *c 一 t く t*. 5 ケ. な A-fs す" ゃ^ せ 5 A-f 

し て、 日 光の 直射 を 受けし むれ は、 存 外 速に 成長す る ものであるが ♦ 

もり けつ く ゎ*« も ひ ぬ つ かな す ば. * レ " * ま,？ £ み 

其 結果 或は 根の 附き方 が、 上 過き る撝 合が あ る、 斯 る もの は 誠に 兄 

K.{ « ャ き つ ザん e 5 づ こ V* i 

惡 きもので あるか ら、 根 先 を 誥 め て 漸 攻 ^ 遝 め 込 む が 可 い、 老 し 夫 

が 出来す は 斷然切 去らね ばなら ぬ 

榭身 相當の 釣合 を 保た しむ ベ き は獨り 根 張の みで は 無 い、 幹 も 元 



. ii " f ^ - ^ f. u c さん f む ゆん ？ _at 

は 太くて 未 は 細 く、 枝 も 一 枝よ り，. 一 一 枝、 一 一 枝 よ り は 三 枝 3fJ 順次に 細 

* tt ほそ す おも **、 1( すぎ £ 

くなくて はな ら ぬ、 ソ n で 若 し 根元が 細 過 ぎ る と 思 は v 、松、 柏 杉、 杜 

*T au, c> い ， やす そ f ほつ > ぞ、 

松の 如き 瘡痕の 癒へ 易き ものなら は、 其 太 ら さ んと 欲する 部分 を 

ごさ ゆ f r- TJ よ 5« C りち f fee .ss « ん t 31 s S ちい *• 

^後 左右 四ケ 所より 切 込み、 | 槃を卷 きて 凡そ 一 年間 も 放 匿せ は 著 

C1 x€ もめ おか % も £ A のこ A つ さ S わら 9 A 

しズ 肥へ 太 る、 其 外の もの は 根元 丈け を殘し て、 他 を 一切 藁に て 緊 

は M やの A だい さま & f ^£ tt ん .一: & ほそ ね も £ ひ £ こ 

縛 し、 其 肥大 を妨 ぐる こ 3d 凡^ 一 年に 亘れは 細き 根元の み 獨り肥 

ふミ つ 3 * ざ t ^0 あい た- s T i 飞 あ も もの い *?L2t a つ 

( 太 り て、 終 亿 程 能き 鈞合を 保つ 檨 にな る、 又 枝の 或 者の み 著く 發 

たフ ？ハ >;S > u ^ to ね それ すみやか は 5 ぬ S 

達し 細大の 比伢を 失する の 恐 あるとき は、 速 は 鉢より 拔き 取つ て 

あら" よ は 1* a * "づ レ ち はつ たつ ，0 わか 

根を撿 むる が 可い 、果して 根の 何れ か f 著く 發 達し 居る ことが 分 

そな c き £ せい «x< & "i, *5 えだ お 

る、 ソ コ で 其 根 を 切り取り 勢力 を 他に 分つ 樣にす れ は、 枝 に 於け る 

變狀 も從っ て 消滅す る もので あ る、 是 と 同、 じ 理由 で、 左 圖 に 示 す 如 

f- ォ i & ゆ もく いつ ^5 なお わ だ ます /\ せい ちゃ 5 か^むき 

き 姿勢の 樹木に して、 一 方の 長き 技の み 益々 生長 せんとす る 傾 あ 

• 五十 九 





そ e- A だ おな 》J.1.6«,- む^ L ん ちゃ 5 き！ y **c X おな 

る と き は、 其 技と 同 t 方向に 向つ て 伸長せ る 根 を 切 縮め て、 其 余 〈刀 

£t ろ 「ち か は け ザみ , • ね U れ ふ y で き えう 

の 所へ は 土の 代り^ I 消 炭 を 誥め 置け は 之 を 防ぐ ことが 出來 る 、要 

えだ ね 》-s 'はつな ジ r 一^ t み ゥぜク くわん けい い う t ん すな は え v 

する に 枝と 根 は其發 達に 就て 頗る 密接の 關係を 有し、 新芽 卽ち枝 

と^るべ きものが、 一 分 伸^^ は 新 根 も 亦 一 分 伸びる の 、が、 先 づ 普 



\ 



- i ？ 5 >.< なが a ii 5? ほん 5 つ f い 

通， の ^則と し て あ る、 ソ n で 長 く 盆 禋 に 置 くと き は 根 は 盆 中 一 杯 

まん 之ん も： G 5*ci A の n S な そ ir- ね き 

^ 蔓 延 し、 最 早 や 一 分 も 伸 ふ ベ き餘 地が 無 く な る か ら、 其 根 を 切 り 

ち * J へ. な はフ たつ ぶち H さ ゥ 1 ぬ «% えお 

縮 め て植 替を爲 し、 發達 の餘 地を與 へ る 、左様す る と 根と 俱に： g も. 

發 達 し、 葉 も ぼれば! も 能く 咲く ので あ る、 玆 ^ 至 て . 植替 の 必 要 は 

** す... /\« あきち 

益 明かになる であらう 

f-c え だ あま なほ to かへ コ じ A- -V ん 

〇 差 枝 の餘り 多き に 失する とき は、 却 て 樹容を 損する もので あ 

_Jt; き えだ いも ぶ /\ > んけ t み 5 くら ゐ てき ど L 1^. ' 

るから、 幹 や 枝の 一 部 を處々 隱顯 して 見得る 位 を 適度と し、 取捨 接 一 

酌 ゼ ねばなら ^之 を稱 して 胸 を 透かす と 云 ふ 

S-JSJ- えだ 7 す i つ r 一 ゆ ，， ^Mwv 6?ぞ s ri さつ 

〇 後 枝 の 無き は 頗る 沒 趣味で あるから 妄に 切除 かす 樹容を 察、 

もの 1 ど £ rr <^ な、 辱 一 ご まな さ .5ラ むか 

して 其 程 能き もの を存し 大切に 保護せ ねばなら g 、又 左右に 向 つ 

はつせ S え！？ ちも> まへ お 5 ノ 1 tA> タ i て <c る.？. なお あ も； 5 « 

て 發生プ る 枝 も、 或 は 前 れ、 或 は 後に 伸 ぴ、 又 或 は 長 く、 或 は 短 か ら き. 

そ ゆ へんべ. S Js,r* こ つ ，、 わ. A なみ れ 

れ は、 其 戕 扁平に して 魚 骨の 觀を爲 し、 見 るに 堪 へ> さるもの であ 苓 

六十 一 



六十 二 

I* ほ 、 なが き や 5 I 

か ら 直 き は 矯 め、 長 き は 切る 檨 にす るが 可い 

ひりう %}> せつ W ころ t ゆ ^ん つく なほ ば S めん *«L そく めん $ 

以上 槪說 したる 所の 手段 を盡す も、 倚 背面 若く は 側面より 眺む^ 

^非ら され は、 樹 容に 趣味な きもの は、 針 金 を 翊 けて 眞の向 き を 撓. 

なほ あ も ひ _*>«! えだ rc か よも tv た 

め 直す か、 或 は 元 枝 を 眞に代 ゆるが 可い、 若し 夫 にても 飽き 足 ら す 

は 幹 を 捻 ち 直して 樹容を 全 然 變へ るより 外 は 無い 

^は 新芽の 摘み 加减だ が、 此 手加减 一 つで 新 枝 を 生ぜし むる こ^ 

も 出來れ は、 又 贅 枝 を 省く こ ^も 出來 る、 で あるから 

〇 松の 如き は 伸ばす ベ きみ ビ り 丈け を 殘し其 他 は 手に て 摘 み 取 

る が 可 い、 又 

%_» す ざ ま せ <c らく t4r せ SJ\ る& さみ もち や z f t v5 

〇 舰、 樅、 杉、 杜 松、 落 葉 松、 柏 の 類 は 鋏 を 用 ふれば 燒 け 込 む と 稱 し て 、稍 

r 4v !t r^. おは 5 え. * t Lr そこな もも 

や 枯れ 氣昧を 呈 し、 大 に 葉 色 を 害 ふ も の ^ n ば、 ピ ン セ ッ h を 用 ふ 

さ ゥめ むん つ c X *t お ろん nft え « ^ ^さ^ 

る か、 左 なく は 爪に て 眞 を 摘み 込 43 、が 可 い、 勿 論 大枝 を 切 る に 鋏 を 



用 ゆ る こ と は 妨げ 無 い. ので あ る 

な t ゆん s? rj ん ゆ. P ゆ « u*r csv な R- る メ ふ ft 

此 他の もの は 春 期 新き の 稍 や 伸^た る 頃、 一 葉 或は 二 葉 を 殘 し て 

？ r. fn さら CA- め ご え <S tf /、• 

摘 み 去 る の-である 斯く すれ^ 夫より 更に 新芽 を生ヒ 小枝 は 益々 

繁 茂 す る、 又 

葉 の 黑 色を呈 する は 肥料 過多の 兆候に して 葉き 葉の 間隔 長 き に 

失する は 灌水 過多の 結果で あるか ら， 俱 に控 目に せね はなら g 、夬 

**- t5 めかば あ i- その L t や レ つ えだ ft r V* 

れから 不用の 芽 を 欠く 燦 合に は、 其 取捨 は 一 に 枝に 於け ると 同ヒ 

X % £ ある r> ん * せひせ い is で 5 えだ 

で 可い、 假令 へ は 或 新芽 を 是非 生長せ しめて、 一 條の 枝たら しめん 

ほつ «i tfs ！ «t* く ,w ぞん ふ つ f ば あい r-n 

と 欲する 時 は、 勢力 の强 きを 存 せね はならぬ が、 普通 の嬝合 亿 は 之 

はん つ £ さ ©C や， さ ぇ坨 ゝる fj の 

に 反し て、 强 き を 去 り、 弱 きを 殘す 様に す る、 左 すれ t 枝 の 著 く 伸 ひ 

ご 5 *-u ^ £* f な あ も 令 えだ ^£ 飞 S, よく つよ 

るか 如き 憂 は 無い、 又 或 瘦せ枝 を 太らせ ん とする に は 他の 勢力 强 

えせ し 4 れ な つ さ の *s 0X< in わ^ や 5 4^ 

き 枝の 新芽 を 成る ベ く 摘み 去りて、 其 勢力 を 之 亿 分つ 樣にす る、 花 

六十 三 



六十 四 

^ えだ， &な t り ^ぽ つ" ぞん 2- ん w-b 《ぞ 

物 も 亦 枝 30 同ヒく 弱き を 除き 强 きを 存 せされ は 充分の 着 花 を 望 

で S- けつ- >ー つ のぞ £さ はな 貪ケ t n 

むこと が出來 し て 結實を 望む 時 は 花 を 精選って 餘 ^の もの 

lis- t> X しか き な- けフ じつ ま * ft t まい ぜ. is, ；、 

は 取 去る が 可い、 併し 樹を 長く 結實の 儘に 匱く とき は、 大 に 其 勢力 

さま ft もの tj* もれ c S • /\ 5:_ S , ジ 

. を 妨げ、 物に 依て は 夫が 爲に 枯死す る こさ 間々 あれ ざ も、 ぎの 顧 よ 

レコ すん .sis ゐ あいお § か は は さ ？ * い a く かよ ^1 . 

り 一 寸 位の 間、 枝の 皮 を敎ぎ 去りて 樹の 勢力の 通 は さる 樣にす れ 

は 結實を 永く 保た しむる も 差 支へ は 無い 

U け i 

〇 荅の事 

* も ゆん こけ つ す こぶ w ^ ぼん さ S ひ ♦» i-*?:; さ そ 

地面に 荅の附 きたる は 頗る 古雅に し て、 盆 栽に 一 段の 趣 を 添 ゆる 

こけ つ くわう さへ ぎ ^づ かわ あし i そ れ n« 

もの^れ ビも荅 は 日光 を 遮りて 水 乾き を惡く し、 又 夫 あ るが 爲に 

けん C1 ど はか あた あるひ くわん r ft さ .S ぃゥ f> や ぞん ぽん ，る ほ や b 

乾 濕の度 を 計る 能 は ず、 或 は 灌水の 際 j 瀉全 盆を濕 すと 云 ふ 彎 に 

ゆ 3 & かく ？ か げん むづ L な もお H- 

は 行か す、 兎角に 水の 加 减六ケ 敷 けれ は、 成 るべ く 之 を 用 ひぬ が 可 

い、 # だ荅は 陳列の 際に 限りて 用 ゆれ は £1 りる f で あ る が、. 若 し ぎ 



て 平素より 附け 置ん と 欲せ は、 荅 を 日光に. 隱ら して 細 砂の 如くに • 

ら ふ I ひ * »* き 7 かぜ たタ U さん や 1 そ t 

し、 更 亿籂に 掛けた • る もの を蒔附 け、 風 の爲亿 飛散せ さる 樣 其の上 

す， Jijt か 》- つ S " みづ そ、 ！ W ハ i き せつ ん ri ゆ， かん らゐ 

へ 少 許の 土 を 振 懸けて 水 を灌け は、 梅雨 の 期 節なら は 三 週間 位に 

み \ー£ は；' せ 5 むか やり お ほき ナ W き か へゥ 牝も むき そ c>* 

て 見事に 發生 する もので あ る、 併 し 其 多に 過ぐ る 時 は 却て 趣 を 害 

ひや T じ. * つ vi f s サほ. s か ぼ. 

ふ の み なに ジ す， 上 述の 如き 幣 害が あるから 大 に加减 せね はな ら- ^ 

また け せ 1 す？ * ご- ^ 3 い ft ん 5? フ は、 や お. *s;: も5 

叉 化 装 砂の 如き も、 夏期に 至れ は 炎 熟 反射の 恐 あるから 用； S ぬが 

よ C «, な ちん n ^ さ S M X, 

可い、 是れ も 又 陳列の 際 丈け で 可い 

ね じめ SvJ c£ 

〇 根締 石の 事 

また こけ ほれ ぼ tx-w. f ろ ま もの C $ sr> これ し xi 

又荅 の^に 盆栽の 風致 を 增す者 は根締 石で あ る、 之 を 使用す る は 

多く 樹容 不 完 全 亿 し て、 盆 中 何となく 餘 地を存 する 嬝合 であ る、 け 

れビも 森林に 摸した る 寄植の 中に 崩 星 形の 石 を酖 E し、 若く は 或 

ftp けい うつ ii ゆ t %s た ほ 5- y fi ゆ C れ 

實 景を寫 す爲亿 小石 を 用 ひたな ビは大 に 雅趣が あ る、 そ し て 之 を 

六十 S 



六十 六 

用 ゆる は 大抵 平地に 見立てた る^^で あるか ら、 I 衡^^ の^を 

な T さ f せき そな つか や！ 

爲 L たる を 避 け、 岩 石の 狀を 具へ たる を 使ふ樣 にす るが 可い、 倂し 

&ゅ よ V V- わん ぜん ぼ i つ 《- あいよ r i 

樹 容完 全に し て、 盆 との 鈎 合 宜しき を 得た る 時 はお^^ ゆるの か 

え. T まな そ- 5- よ S ぞ A -'^ す や、 

要 も な く、 亦 其 余划を も存せ さるもの であ る、 故 に藪廣 者の がく ま 

»J a 6 め 5f> ^もさ れい やら 

餘 り根締 石に 重 を 置て 居ぬ 

ぼん *->ぃ ほ ぞん yj£ 

〇 盆栽 保存の 事 

. せ, ひ- ノ ける t り ft て あて & 5 ぶん ゆき 3 ぞん は 5 ま， J 

1 肥 灌水 其 他の 手當 充分に 行 届く も、 保存の 方^ を 誤る とき は 、タ 

年の 月 精 も 一 朝に して 水泡に 歸 する こ ヒがぁ る 、全 体 き 霧 は Si 

に 於て 觀赏 すべ きもの なれ ビ も、 四 時 を 通 ヒて室 內に& く はがし 

て 保存の 途 では 無 い 、矢張り 自 然 生 の 物 ビ 同 b く、 太 i の 光 熟 を や 

ト ゎぃ き fj ぶ f * つ . はも き V- め r: ゃォ はな つ. なつ 

け、 外 氣に觸 接せし め て、 春 来れば 芽 を 生 t 、花 を 着けさ せま に 至り 

て 枝 茂 り、 秋 に 逢 ふて 實を結 び 、葉 落ちる 様に せねば なら S れ ， 



i の sw、ii 季の變 遷亿伴 ふ 所以で、 此 自然の 大 原則に 逆 ふ こと は 

出來 ぬ、或 は 溫室內 亿容れ て 不時に 花 を 咲す 如き 工夫 も あれ ビ夫 

f ^ ぼ ^% 、 m， ^->v かん . ^會 ほ w 

ハ唯だ 花を眺 むる S 云 ふに 過き ぬ、 盆 栽 は 三 冬 の 厳 寒 を 防ぐ のタ 

, ぶ，》 s d さら ほ ぞ A 

は iTII にだる -に及 は ST 成る ベく 自然の 氣 候に 躐す のが 保存の 

a や， まう ft ゥ たい ひやくお 4 せん ^ん レ s t^^ ^ ノ、 せ ^ Y ん > ゾ H . 1 

茛法 である、 供し 實 体の 百 分， 千分の 一 にも 縮小され 尺寸の 土壤に 

^て if に sl^ する も ので あるか ら、 酷暑 厳寒 を 避く ベ き は 勿論 装 

i ) ピ^ < S 15 

t sf .9 * う あ ひつえ， 、ハ V A Z UC 、/ f 

に 風霜 雨 雪に 逢 はしめ さるの 必要が ある ソ コ で 第 一 に設く へ き 

は^ 置き き^だ が、 『右 し 日 雷 り M 通し 俱に 宜しき 處なら ば、 地 上 に 

あ 35* あゆ ^ p a/ ク 

獻に& く 方、 寧ろ li 栽の 發 育に 便^れ ビ も、 或は 蟻、 蚯蹈 の附く こ さ 

ありまく は^どの^ は： を^さる X の 1 れ あれば、 乘せ臺 を 作 

るが 可い 
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^ 椀？ n. o 

m %t は 下お 
き の ず出ま 露 ま 
蕩ぼ も 圖づ ャ t 
f\i の の ぜ 
に を一 ^ の 

設》 緊 £ 隅 〖 懸で 
く 着ず にら 
る し 示 〖ぬ 
も 其 さす 注 ? 
の 中ず、 如？ 意い 



ミ、 お づ 11*/ さん «£t %t W だ、 f ^ つ その ひ/. si S1 

乘せ臺 は圖の 如く 三 段 港く は 二 段の 棚 架 を 作く り、 其 低き は 地上. 

H M" 凡， V 二 尺と し、 夫 より 一尺 位 づ \ 高 め て 行く ので ある 倂 し _摞 

t ぶ ，ろ は ^ん レも だん X すくな J は 1 、 £J つ^^ 

所が is けれ は 二 段で も 一 段で も 可い、 段の 少 くして 低い 方が 取扱 

f また ，A く だ ぽん さ 5 ち * LI / , ¥^ 

に 4? 利で あ る、 又 低い 丈け 盆栽 をして 地氣を 汲取せ しむる に 都合 

sc T ひぁ飞 かせ £9* £b r"b ば rx 之ら ま, . ノ 

が 可い、 又 成る ベ く 日 當 り、 風 通し 俱に 宜しき 塲所を 撰んで 設け 木 

、- J" »T~ , よ た义 

をす る： が 肝要で あ る、 を して 蟻 除け の爲， 

の おい 3 やく ぶ ぶ B> き S な 「く 

く、 乘せ臺 の 脚部 へ 武力 類に て 作りれ る 

ナ Crss-J* みづ も. 5, ひ X 

へ 少 許の 水 を 盛り 得る 樣亿 する も 可い，. 

h 9 dr- できう も 5 な お *? 

は 取 外しの 出來 得る 樣に爲 し 匱け ば、 冬 

ゥ it-i- ,、，，* c^/ けん ,4 い **" の tf. つう り a で S 

がす ゆの 節に は 太に 便利で あ る、 倂も 懸崖 物 を 普通の 乘せ臺 江 置. 

く ^ % 0 を 撤， 餅 す る H が あるか ら、 矢 張り 高 卓の 上に 置く と 同， 

ヒ^で • ^ i にお 陳 のがき ませ 臺を 設け 其 上に 匱く が 可い 、供し 室- 

六十 九 




西 

9 f さは， ilL は S めん *s t ゃづ * ん まつ ^ 

右方 を 東と し、 左 方 を 西、 背 面 を 北、 正 面 を 南と する から 松の 如き を 

七十 一 



£ と は ぁ^ り 鉢 を 細き 棕橺 繩^ て、 臺 へ 縛" 附け 置かされ ば^ の 

てん .5 く ぽん X-S もん f5 ， き けん a 

翁に 轉 落さ れ、 盆 栽 を 損傷す るの 危險が ある 又 

盆 貧 を 乘せ臺 に 匿く に 就ても 多少^ 得 匿かねば ならぬ 事が ある 

, f へ- V* p S ま f- ん む ほ 1 $). めん 

^街の 位 匱 は 前 已に述 へ たる 通 り、 眞 の 向きれ る 方面 を 以て 正面 

SS つ cr. ぼく たい てい fes f すな は みなみ むか ま \ ぜ, 、 > 

とする ので、 畢竟. 諸 木 大抵 太陽 卽ち 南に 向つ て發 生す るからで あ 

ぼん は 5 も さづ ピ 

る の だ、 ソ n で 盆の 方位 は、 左 圖の 如く 



七十 二 

ぼ *L レ， はラ へん 5 ばあい かなら 4S しるち C ？ 5 な V 

盆の 一 方に 偏して 植 ゆる 塲合^ は、 必 す 西^; 位置 を 占めさ ，柬 

むす S cr はく rj ゆ， ぼく こ，， ， ぼ L ざ C, 

に 向って 樹っ樣 にす る、 供 し 桕は衆 木と 異なり 獨り西 を 指して 伸 

、 そり ほ、 せい f > .0 ち ri S て 5 ； &t ぼく 

ぴ るの が、 其 本性で あるか ら、 東 部に 位 匿 を 占めさ せ、^ 孫鬌 は陰ボ 

* "ほ ， き^ む^ の ？し 5 えだ いま ハ 

にして 多く 北に 向つ て 伸びる もの なれば 後 枝 を 多くす ベ しと 云 

、一 こ， f コ、 、 べ4 k し. Hi 令 、わい ^な > / X £ かくひ む^ せ" ちゃ. r 

ふ 古實か ある 是等 は^^-と！ UK 敝 して 可い、 兎に角 日に 向つ て 生長 

> つ，，^. ゆ， * く せ > rj ゆつ r の 3 お あらえ だ ヒ さら 

する の は 普通 樹木の 性贊 であ る、 此 理 より 推せば 或 枝 をのみ 故に 

はつ おつ ほ 3 それ ゃ5 は *» めん 》3 お その もく てき 

錢 達せし めんと 欲せ ば、 夫 を 太陽の 方面に 向. けて 匿け は 其 目的 を 

なつ で き まな ^< ぺっ ち， もん たな ゐ ち な •# 

達する ことが 出來 る、 又 格別の 注文^き もの にても 同ヒ 位置に 一 氷 

ft ひ めん K\ * ん ss£ はつ たつ tf*f 「_-*- あい 

く 匱く とき は 日 亿 面する 部分の み 獨り發 達し て、 全 体の 鈞合を 失 

^K, およ k はげつ ピ£ お か X ** れ i なさ づ u£ 

ふに 至る から A 二 ヶ月 每に 置き 代 ゆるが 可い、 夫から 又 左 圖の如 



%t さん じ^， R か 

セ メ ン ト 若く は 三州タ 、 キ にて 高 

，は 夫れ 以上の 土 壇 を 作く り、 深 さ f j 

rui J/\ なら その 3 ゝ ^^!** さ、 、- 

を 所々 は 列べ、 其 上に 盆栽 を 匱く の 

もの なれ は、 昔 より 行 はれ 來 W しも- 

nx ねん * へ はつ めい 

り 凡そ 十ス年 前に 發明 したので あ 

もり みづ か < み み その はつ い く >J£ レ ちズ 

物 は 水鏡 を 見せる ビ其發 育 特に 著 

けん SJ.- CP くわ， s C .> する めん の 

研究した る 結果、 樹枝を 水面 に 伸 は 

を 吸 取せ しむる か ら、 大 に 發 育に 効 

す^ 分った ソ n で此 水を湛 ゆる こ 

は啻 樹木の 發 育に 効 ある の みな 

J* * ぺゎん する si f き i iz さん 

て且 つ 灌水 貯藏 の器ヒ もな り、 又 金 

なる 又 夏時に 在て 炎 威を汸 くに は 



七十 四 

us は CT »v さん な お いち は けん I* も S" 

さ 一 二 尺、 巾 三尺、 長さ 一 二 間 或 

さ. c ずん ^らゐ みづ お、 f む， t-A- 

三寸 位の 水を湛 ゆる 樣に し、 蹵 

こ S は v B 

も あ る、 是 れは 極めて 雅致 ある 

，水 を湛 ゆるの 一 事 は、 予 が <T よ 

その はつ め 5 C ： ^い せ 5- r- r > 

る、 其發明 の^ 第 は、 昔時 より 寘 

るし との 云 ひ傳へ が あ る、 之 を 

さし むれ バ 、葉 裏 を 冷や し、 水氣 

能 が あ る、 是 は 獨り實 物に 限， IV 

かん * み つ この- さ ろ ち 

とを考 へ附 いたの だ が、 此 装置 

ら す、 螺 を 防く に は 最も 妙に し 

魚 杯 を 放 養せば 一 曆の 眺め^ 

左圖の 如く 



七十 六 

U メ」 化^ > ぶ ぜん S お & 5 おん ^bf 5 ご ci 

蕈簀 の蔽ひ を 設 け、 午前 の內 丈け 充分 日光 を 受けし め、 午後 はるを 

【 ： 〈 ひ 一、 , 、 / ゆみ いた ま の ぞ く 

伸 はして 日除けと する をして タ 方に 至れる 捲い て 取 除ので ある 

^ - ^ p ^ ね ほ する ぶん ふく は r> ひ つ t §5 z ^. 

^し 藤 類の 如き 多く 水分 を 含む もの は 西日の 强き處 に 置く も 差 

マ， 、 ^ , 、かつ * fT ちゆ， 1 に さま & また ゆ ふ ^ さい rAP^ よし "- 

支 へ 無く 且暑キ 施肥す るも妨 けな い、 又 夕立 の 際に は 速に 葦簀 を 

f のぞ てん てき ft ゆ ぼん ざい f や 5 

取 除かされば 點 滴の 爲に 盆栽 を 損傷す る ものである 

tA- £1 § あなお ぼな さ S すい み A: ちゅう まつ g^r く ま、 * 

夫から^ 期 は 恰も 盆栽の 睡眠 中で ある から 松 を 除の： f は 、き ！3 の. 

ひつ え， くりんす. Q *o、 ひ， O や 「ね か f ち K% 气、 

必要な く、 灌 水 も 亦 拾 ひ 遣りに し、 常 に 濕り加 减に土 を 保つ の 維 、翁 

か，、 る ふせ ひや づけつ うれい みさ く f た 

だ寒氣 を 防き て^ 結の 憂 を 除く の 工夫 を すれば 足りる ので ある、 

もの ^5 ほご いつ v~ はこ r く そり なか ほう おん ぼん さい f f X 

其方 法と して 一 個の 箱 を 作 り、 お 中に. 棚 段 を 設けて 盆栽 貯藏の 爆 

r*** さら はと さん ば. かネ 1 もつ xi < 'は ゆ も * た 

所 ビ し、 更 に 箱、 の 三 方を弒 にて 張る を 以て 茛 30 する 者 あ り 、所 謂 片 

て 1 iti ち ^ r ^ その す 1 、ソ くな ばあい こ SK .S つ c av-f-v はう ほ, 

手持^ 下にして 其 藪少き 場合に は、 是 れ亦 一 個の 裒 方法で あらう 

» t す <- ま^れ ほ £ き 5 つ -w つ これ #C5 

けれ ビも 稍ゃ大 なる もの を 雜へ滅 亦 多き 時 は、 | 切 之 を 箱 中^ 藏 



I 



で、 - みは- J, を <« 13 つ よ をん むゥ ぺク ひ i， 

する こと 出來 され ば、 矢 張 溫室を 作く るが 可い、 溋室 とても 别に蒸 

き ちから > ごま た しかげ おぶ ^ I 

瀠のカ を 借る 如き 大層なる： H 掛に及 は ぬ、 ィ ナ 及 はぬ の み ^ ら f 

.»£5 き k$ つ ，ぃ K き ふせ い だ仃 f ^ 

蒸 溱を用 ひて は 却て 害になる か ら、 唯 だ 寒氣を 防ぐ と 云 ふ 丈 の 主. 

意を以 て、 頗 る簡赂 なる もの を 作 くれは 足り る、 假 令へ は 邸内の nn 

あな ぶ ば tH えら ふ = f ^ あら ひ ラ い ： や ま う や G "つ 

當り 好き 場所 を 撰み て 二 坪、 或 は 夫れ 以 上 の 小 屋 を 設 け、 星 根 の 一 

华 及び 南面 若く は 東 面 (卽 ち 場所に 依りて は 南面して 設 くる 能 は 

^9 くち Vf ら す せう G ひう ぶん たい よう くず ねつ 1, 

され はな り) の 入口 を 硝子 障子と し、 充分 太陽の 光 熟 を 受けし むる 

丄か X ぺゥづ ^ i くわん fi€- L5 じ つ みつ ぺ S よろ ざき <Y かい 

の 仕掛けで 可 い (別圖 參觀) 倂し 終日 密閉す る は 宜し か らす、 時 々 開. 

^J. く, き 01 in かん き れん &っ わた けつ 

放して S 氣を 流通せ しめ^ は^ら ぬ、 又 寒氣 連日に 亘るも 决 し て 

くわ ^ もち おぶ へう ゆ A 7f /« ほ S- み く. 5 ゐ かへ つ ぼん さ 5- ^ゆ 

火 氣を用 ゆるに 及 は ぬ、 表 面に 薄氷 を 見る 位が 却て 盆栽の 爲に は. 

茛 い 

七十 七 
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〇 石 附の事 

en つく ぉ¥ ね そ© ？ゥ sr> ふか ピ >, ば f P な， 

之 を 造る に は、 鐯 にて 其植へ *附 けんとす る 石へ 深さ 五^^ T. りの 穴 

す cx f f aw お ぬ さレ る これ てい ちゃく な^- なお 

を數ケ 所た 明 け、 銅 の 針金 を 差込 み、 之 を 定着せ しむる 爲に 更に 鉛 

くぎ is t ^f. 5 で は V y« にたん もつ き ^ C パ ^-1 

の 針 を 打 込 み、 其 石より 出た る 針金の 二 端 を 以て 木の 根 を 縛 W 石 

l.u *u く じ や， ぶ ね だけ f き マ ^ ^ 

に緊 着せし むる ので あ る、 そ して 上部の 根 丈は少 許の 土と 水荅に 

了 sr. f . なか おく S ヌん y の？ S つゆ 一 ひ L 

て 包 み、 石 の 儘 鉢の 中に 置と き は、 根 は 漸次に 伸て 終に 石に 搦み砂 

& 5 おん これ ま 5 C! いた もの ミきこ > "ろみ じゅ 4 &ん % , 、いし «^ 

き 充分に 之 を^ 擁する に 至る、 其 時 試に 樹幹 を 持ち 擧れ は 石も俱 

1 けゥ はな も。 な これ 尸 r 私ュ J ^. ほ "バー 

に擧 りて 决 して 離る、 者で 無い、 之 を 造く る は 彼岸より 入梅 中 迄 

へ t すな も ぼ、 ^ «1 5 た ゆ 

をが 時期と する、 そして 平素は 砂 を 盛りた る 盆 中に 匱く 方、 木の 爲 

、 をり - J く 3 ん t や "f ： え さら すい ば， A い 

^は 宜しく 且つ 其 儘 にても 觀 賞し 得ら るれ ど も、 更 に 水盤に スれ 

a あら ！ ^ r> ゆ ち i れつ さい おぶ〜 いつ WUM^U ほ 

て ^、洗 ひと すれ は 一 層 雅趣 あるか らハ陳 列の 際に は 只 そ 一 週 se, 

I & £9 K X ち、 ひつ を は ふた. - L ち- r レ 

^鉢が より 取 出す が 可い、 陳列し 終れ は 再 ひ 盆 中に 入る "乙と を 

七 + 九 



/十 

わす • 

忘れて は^らぬ 

^"- 伊、 なら， U ぢ か * 

〇 針金 を 掛 くる こと 並に 捻り 方 

てん J? ん IS S CT i . IV C1 は 

天然の 美に 意匠 を 凝らした る 人工 を 加へ て のく iii たらしむ 

ため は9 ^« %6 まお の S また 

る爲 に、 斜金を 用 ひて 曲れ る は 伸 はし、 直き はま | めて 觀^ を歡 する 

その はう ほう 

ので ある が、 其方 法 は 

幹の 曲れ る を 直く せんと， 欲せ は^に ビ鄭! -を まへ^ しく 摩 

さし こ L* 5 な W もつ た ゆ i ^ ま 

に 差込み、 棕橺繩 を 以て 順次に 卷き 擧げ おそい f |f 麒 も^^は 淤^ 

*r.s て^も < てき お f\ でき 

せ は 大抵 目的 を 達する ことが 出来る 

^ お^ 1? ほう もち ♦ » 

又 枝の 大 なる ものに も 此方 法 を 用 ゆれ ど もえ^ なる も の、^ く は 

^ ん なん t つ is* ち、 ら 

槭樹の 如き 軟質の もの は、 針金の 力の みに て、 お^ 孅 め^す ことが 

で ま L か *0 よくせ つ は 《- ^3 %s »-A. 

出来る 、供し 直接に 針金 を 用 ゆれ は 、歡^ を^く る の^れ あれ は、 g 

^ さな おみ 

銅たり 鐵 たる を 問 はす、 成る ベ く弒 をぎ〕 きて 雕 ゆるが^お である 



Msg «w J ゆ もこの さい あやま- 

をして^: 金 は 曲げる 方 へ 向けて 卷き 行く ので あ る が. >若 し 此際誤 

走 きブ * み ゴ f^, ぶ めん %^ "> ら ま , 

て 枝 を 傷く る こと あら は、 水 荅を其 部面に 當て 藁に て卷き 置けば 

*^松 1 や、 9 まお c だ き W さ 》• £ き その at づ A's 5 ざ * くぼ 滲 S づ w 

之 を癒プ と を 得、 又 枝 を 切 去た る 時 も、 其 瘡ロを 聊か 凹目に 削て 同 

て あて ほざ こ K は， かけ は <5 ひ おん *5 g$ ご W つげ じゅん *- ろ ？で 

ヒ手當 を 施す が 可い、 針金 を. 懸るは 春の 彼岸 頃に 始 五月 下旬 頃 迄. 

あ ひだ か か な J どよ 5 ご 5忿ク いつ K X はづ f ^ら 

亿 、間 々 へ 懸け 掛へ、 夏の 土用 後に 至て 一 旦取 外さね はなら 3、 然 さ 、 

a¥ WW ふか $ じん く ば. くわ s e^i い の こ 

れは 針金 は 深く 樹 身に 喰 ひ 入て 挽回す ベ から^る 瘡 痍を殘 する 

% をの さ S なほ yk ぶん tt% さら » かけ ,， I 

^ あ る、 そ して 若し 其際尙 不十分な りと 思 は 、>- 更に 掛替へ て 可い 

ビ じ； -<> 1~ ゆ ひ »ク なほ U さら ^き ね えだ ね * せん 

以上の 手術 を 用 ひて 尙足ら ず. とせ ば、 更 に 幹 を 捻 ち、 枝 を 捻 ち て、 全， 

Ay ひゆ t.1 へん ほか な こ£ & ゆ r>A お い 1っ ぼん 》- ねさ 

然樹 容を變 する より 外 ゆ 無い、 殊に 樹身 長大に 失し 盆 禋に收 むる 

•eft ^£ この ほう もら けん * か 5 づく a* L K. お ほい 

能 はさる もの 、如き も、 此 法 を 用 ひて 懸崖 造に 仕 立 つれ ば、 大 に 其 

觀を改 むる もので あ る、 其 方法 は 

みき えだ 5 JC ふま つぎ $ t ほフ ほ 3 #ん 

幹 な り、 枝 なりへ 先 づ縱に 藁を卷 き、 欢 ^其 曲 けんと 欲する 方面 へ 

A 十一 



* A 十二 

向って 橫は 藁を卷 き、 思 ひ 通りに 手に て ふ を |g ^き け、 ゆ ね ^ へ ら 

さる i、i き耀 にて^ i け、 g に^の 擻を纖 じて^く 跪り あくるの 

である、 若し 其 太く 且つ 堅き 場^に は、 きづが^ & はし， は 餘^ に 

て、 樹を縱 に、 左右^^よ りきんと がが へ ^け籐 る に 如^み， てま 

&ゅっ r> ゆ ひゆつ ほ. ： 

述 の 手術 を 施す が 可 い、 そ し て だ そ T も^ 儲に 淤^ しお をぎ 

は， S き *な* げ i サひ やく & ■ • 

放す る 時 は、 再び 原形に 復せ さる^に なって, る^が おはねの # 

tts^i f S ^ひ - 4^ こ r ねこな お ほい ni ぇ5 * つ 

く甚 た簡單 なれ ども 實際之 を 行 ふに は、 大に 手練 を 要する を 以て， 

妄に手 を 下す ぺ から プ であ る、 左 圖は其 手術 を 施した る^ 禱を 『ず 

す 



< 十四 

〇 害虫の 事 z 

I r> くりんす. ほ & さら お ほ S f 5 おい f く gr* % 

输 肥、 灌 水 の 外、 更 に 大^ 注 2 すべ き は 害虫の 驅除 にし て、 若 し 之 を 

れこは * cfe ay /\ あいおない き ，.！ L $ 

怠れ は 不知 不識の 間に 大切の 樹を 枯死せ しむる ことがあ る、 先 ク 

,4>t. ♦? るゐ あ あ S- み * プ ねこ か、 も み o む f> け むし あぶらむ.. j か 5- おら む L r &L チ. 0 

害虫の 種類 を擧 くれは 蟻、 蚯 蚓、 猫 蛙、 簑 虫、 毛 虫、 油 虫、 貝 殼 虫、 粉 虫、 髓 虫 

肌 虫 等で ある が 

も S- タ、 プ est かへ る 5 A ，じゅ KJ.P %で 《い も ぶ fi 

蟻， 蚯蚓、 猫、 蛙の 類 は 樹根を 害する もので あるか ら、 平素 外部より 入 

込ま さる 樣注 意 す ベ き は 勿論な れビ も、 若 し 自然に 發 生した る も 

もし すで A- わ 5 ぶ ^0 z WW *? ぞ ？へ かへ risi &i 

の、 若く は旣亿 外部より 入 込みた る もの を 取 除く は、 植替 の 時 亿 於 

0r な もの *-5 あ だけ つけ き さ ミ 1 ぬ 、 ゆ か 

て. する より 外 は 無い が、 其 中 蟻 丈 は附 木に 砂糖 を乘 せおる を樹下 

お き ri ゆ 5 £0. のぞ また さ& つけ ぎ ft き か およ 

^ 置 き、 之 に 寄 集せ しめて 取 除 き、 又 更に 附木を 置き 變 ゆる こ と、 凡 

を 三十 分 每亿 一 度と 云 ふ 見當を 以て、 幾度と^ く 繰 返 へ せ は、 或は 



篓虫、 毛虫 は ik ふに 及 は ぬ、 难 だ 摘み取る 斗り で あ- る ， 

むし け --れ ふで れ S くわい つ r-n もフ たらい ifrj せき ゆ あき く Jfv 

油虫 は. 宅の 硬き 犖に冷 灰を附 け、 之 を 以 て盥 又は 石油の 明罐の 中 

へ 拂 ひ 落 す か、 或 は ® 取 粉 を 熟 湯 に 解 き、 十 倍の 薄 さに したる を 如. 

露に て 注 き 懸 け、 其 魔醉 して 下に 落ち た る を辖き 除け るが 可い 

か、， V:- ら む r> レ 5 か ャ5 かい * やり ^ その な え みき え^ 

M 殼虫は 色白 く、 形 貝殻に 似た るよ：^ 其 名 を 得た る もの で、 幹 や 枝. 

に W くもので あるか ら、 菜 箸 を 以て 一 々取 去らねば^ らぬ 

粉 虫の 松に 附き たる 時 は、 豆 腐 を 製造した る 湯 を 冷 し、 夫 を 筆に 附 

あら さ い p-ui でき 

けて 洗 ひ 去れ は 容易に 除く ことが 出來る 

f;5 む f- ふか き にん く u r- C もつ >1 お.？ *-フ 

髓 虫ば 深く 樹の眞 へ 喰 ひ 込みて 枯死せ しむる 最も 恐る ベ き 奴な 

り く C あ £ い お るぶ つ わか rj か X f 

れ ども 其 喰ひ込 みたる 跡 は 外部から は 一 寸と 分ら ぬ、 倂 し 能く 注 

意して 樹 下を撿 むれ は、 必 ら 1 タ 鋸屑 樣の 虫 糞 を認む る、 其 場合 に は 

其， 穴 へ 樟惱 又は 鬂附 を誥め 置く か、 或は 針金 を 突き通して 殺す よ ， 

八十 五 



ほか.？ 4 ，ノ i 一 ノ 

り^ は 無い の だ 

は, む t ？ ^ ^5 ( き ，, に 

か 虫 も 亦往々 樹を祜 死せ しむる こと あれ ビ も^^の^く^く， 

ひ 込ます 、唯 だ 外部 をき ひ^はす ものであるから、！ れは, おを^ 

て 堀 殺す こと が 出来るま^ は おき に き 癒 に がクず る も の に し て、 ぬ • 

合に は必ら す^を， き 、^戴の^^ する を！ I むる ものである 

^ C «> つぎ * さ》 き こミ 

〇 差 木、 接 木 取 木の g, 

き § はす f*-° ク， 

差 木 は 樹を鉼 5g 面より 削づリ て、 き 4- の 攧斷せ さ る 零お T に弯 

込む ので ある、 s^i は 春の 從^ より^ •gl を娇 とする め^ぎお 

は 霧々 あ- れ ども、 兹に は 唯 だ ,4- の 4 ^を^す、 おれ は、 まる^!! の 

ふ 《• X えだ ？ a. & • 

振お き 枝 を 取 木に する 時の^ 4! であるが、 お づ^の を li に ^ 

t さら はす t £ J 、 

込み 、更に 翁に 外面 へ 削つ り 下ろし、 がれに i ゆべ き^かのお きを.， 

漆 膠 合 ふ樣に 創つ りて If 象し 、三き きく は B 昏を^ へ て を B 



, づ どけ 「- th わら i C れ お 乙な がつ げ ひゆん 

と水荅 にて 包 み、 更 に 藁 江て 卷く の で あ る、 之 を 行 ふ は 三 月下 旬よ 

W つむ や *» 4i S- んま V- ？ K ち へ わ S つぎな も い か じゅ 

り 四月 上旬 迄に し て、 凡 そ 七十 日を經 たる 後、 接 着 部より 以下の 樹 

ひ は ^づ す： S W ズら はっかかん ？ わら £ たいてい fc 

皮 を剝 ぎて 水 汲 を 止 め、 更 に 二十日 間 を經て 藁 を 解け ば、 大 抵は已 

に 目的 を 達し、 て 居 る、 け れビ も此 仕事 は 頗る 手際 を 要する を 以て 

f>l? N ザ. S ぶん rIA* なん & "く \!£ は...' ほ.' し 

素人に は隨分 困難で あら う、 难 だ斯の 如き 方法の ある こと を 知ら 

ため x-s- は， £ 5 J さ づ L 

しめんが 爲 に、 其 槪 要を說 き、 併 せ て 左に 圖示 する まで 、 ある 




八十. V 



せ w* 



只 十^ 

また き あむ も £ き * ち^ ^ あ S さ プ ビ 《 ^ そ 0 ， へ つお f 

又樹の 足元 を 切 縮める 場合^: は 左圖の 如く 切 込 み、 其 上 を 土 及び 

？ こけ つ. 》 すぺ ぜん き WW き ば あい おれ や V ^-っ げ 44 ん 

水荅に て 包. むこと は 1| て 前記 取 木の 場合と 同 ヒ樣： ti し、 三 月 下 甸 

お, 一 &ゃ 1 .3 ゆ < K! れ * ^ お * ひゃく sis i き は L や ラ 

より 四月 上旬に 之 を 行 ひ、 凡 そ 百 日を經 は、 其 切 口より 根 を生ヒ て 

ゐ *v の か y — 9 9 S はち う ク こ また h ほ、 い c ST..- 

居る から 其ド 部より 切 去り て、 鉢 亿 移す の で あ る、 是 れ亦大 に 手際 

p*7 もち ろん 

を する は 勿論で ある 




$1 ま V さい もフば ひゆ もく つ. s 

以上 は I 栽の 內專ら 樹木に 就て 述 へ たる もの^れ ども、 is.^^^ 



に ぼて i 筍 皮を剝 ぎて 節を誥 める こ と、 及 、び 走り 根 を 取り除く^ 

S ぺ ゥ J ^5 くさ い *i つ じつ せん さ ばん ぺっ ％9 

と^ f の： i 别 なる 事項 あり、 又 草物に 至 て は 寅に 千 差 萬 別にして 其 

けし ？，. レ ち li お ほひ ^ ^1 は ラ c£ ^ »1 1^ i ^ J 

^產 地に 應 ヒ、 大 に 培養 法 を 異にする もので あるか ら、 兹 に 一 々驟 

C て さぞれ & ^ち ^ § 9 © . 

示す る こと は 出来ぬ、 夫 等 は 更 は 他 B を 期し 述 ぶる ことにする 



盆栽 培養 法 終 、 

八十 九 



弊園獨 得の 日本製 盆 

水盤 頹は大 に 愛樹家 

博し たれき up 尙 某氏 

6 支那の 原產地 さ 特 

支那 製 磁器き も 輸入 

販， M 致 候に 付き 益々 

らんこ さ を 希望 仕 候 

中 は 盆栽 D 盆 景" 谷 地 の 

店頭 及 ta 樓 上に 陳列 

附に て販 寶 仕 候に 付 

Q 序に は 兎に^ 御 立 

の 榮を賜 6 度 候 謹言 

三 銀 



栽 鉢幷に 

の暍釆 を 

の 勸に依 

約 を 結 ts 

し 併せて 

御 愛顧 あ 

此外 夏期 

水 石 類 を 

致し Ej 札 

き 御 散歩 

寄 御ー覽 

水 石 園 



盛 花 用の 水盤 花留 

^流 投入 




〇 セト モノ 配送 酋 

陶會 

三 銀 好の 珍 陶器 を 每カ配 致 升 . 

奎 年に (參 10 の 景品が 有 升から 資 益 

と 興味 を 兼た 趣向、 配送 品 は 逸物 用 

に 仕上て 有 升 
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